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論

説

グ
ル
ー
プ
利
益
の
追
求
と
取
締
役
の
義
務
・
責
任
（
一
）

清

水

円

香

は
じ
め
に

第
一
章

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
議
論

第
一
節

序
説

第
二
節

業
務
執
行
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
利
益
追
求
行
為
の
承
認
に
関
す
る
取
組
み

第
二
章

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
議
論

第
一
節

企
業
グ
ル
ー
プ
と
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
の
関
係

第
二
節

会
社
財
産
の
濫
用
の
規
制
と
グ
ル
ー
プ
経
営

第
三
節

構
成
要
件
か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
よ
る
解
決
の
可
能
性

第
四
節

企
業
グ
ル
ー
プ
内
の
取
引
で
あ
る
こ
と
を
正
当
化
事
由
と
す
る
こ
と
に
よ
る
解
決

第
五
節

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
刑
事
法
の
位
置
づ
け

第
六
節

R
o
zen

b
lu
m

原
則
の
民
事
法
に
対
す
る
影
響
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第
七
節

グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
の
株
主
の
保
護

第
三
章

ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
・
ド
イ
ツ
の
学
説
の
反
応

第
一
節

ド
イ
ツ
法
と
の
比
較

第
二
節

ド
イ
ツ
の
学
説
の
反
応

第
四
章

小
括
（
以
上
、
本
号
）

第
五
章

日
本
法
に
お
け
る
議
論
と
フ
ラ
ン
ス
法

お
わ
り
に

は

じ

め

に

一
九
九
九
年
に
株
式
交
換
・
株
式
移
転
制
度
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
会
社
分
割
制
度
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
後
も
簡
易
手
続
の
要
件
の
緩
和
、

略
式
手
続
の
導
入
の
よ
う
な
規
制
緩
和
が
な
さ
れ
る
等
、
過
去
一
〇
年
間
に
、
企
業
結
合
関
係
の
形
成
を
容
易
に
す
る
た
め
の
商
法
の
改
正

が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
企
業
結
合
の
運
営
面
に
つ
い
て
も
部
分
的
な
改
正
が
な
さ
れ
た
が
、
抜
本
的
な
会
社
法
制
の
見
直
し
が
な
さ

れ
た
二
〇
〇
五
年
の
改
正
に
お
い
て
も
、
本
格
的
な
取
組
み
は
な
さ
れ
ず
、
今
後
に
積
み
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る１

）。
こ
の
よ
う
に
、

会
社
法
現
代
化
後
の
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
る
企
業
結
合
の
運
営
面
に
関
す
る
問
題
の
う
ち２

）、
本
稿
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
を
構
成

す
る
会
社
の
取
締
役
の
義
務
と
責
任
に
焦
点
を
当
て
る
。

企
業
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
会
社
の
取
締
役
は
、
自
己
が
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る
会
社
の
利
益
よ
り
も
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
を
考

慮
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
会
社
が
、
財
政
危
機
に
陥
っ
た
同
一
グ
ル
ー
プ
内
の
会
社
に
対
し
金
融
支
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援
を
行
う
こ
と
を
、
前
者
の
会
社
の
取
締
役
が
決
定
す
る
場
合
や
、
グ
ル
ー
プ
内
で
重
要
な
役
割
を
担
う
会
社
の
育
成
の
た
め
、
自
社
に
不

利
な
条
件
で
取
引
を
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
な
く
と
も
、

純
粋
）
持
株
会
社
の
取
締
役

の
主
な
職
責
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
運
営
の
管
理
に
あ
る３

）。
さ
ら
に
、
経
済
社
会
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
般
的
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益

を
意
識
し
た
企
業
の
経
営
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る４

）。
他
方
で
、
他
の
会
社
と
結
合
企
業
関
係
を
有
し
な
い
単
体
の
会
社
を
念
頭
に
置

く
会
社
法
の
も
と
で
は
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
の
取
締
役
も
、
自
己
が
取
締
役
に
就
任
す
る
個
別
の
会
社
に
対
し
て
善
管
注
意
義
務
（
会
社

法
三
三
〇
条
、
民
法
六
四
四
条
）
・
忠
実
義
務
（
会
社
法
三
五
五
条
）
を
負
う
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
の
経
営
戦
略
に
従
い
個
別
の
会

社
の
利
益
よ
り
も
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
を
意
識
し
た
、
経
済
的
に
は
正
当
と
評
価
さ
れ
う
る
取
締
役
の
行
為
・
決
定
が
、
法
律
上
は
個
別

の
会
社
に
対
す
る
義
務
違
反
を
構
成
し
、
取
締
役
の
任
務
懈
怠
責
任
（
会
社
法
四
二
三
条
）
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
も
生
ず
る
。
し
か
し
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
を
意
識
し
た
上
記
の
よ
う
な
取
締
役
の
行
為
・
決
定
が
直
ち
に
個
別
会
社
に
対
す
る
義
務
違
反
と
評
価
さ
れ
る
こ
と

は
現
実
的
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
経
営
の
有
用
性
・
必
要
性
に
も
配
慮
し
た
解
釈
・
立
法
が
必
要
と
な
る
。

グ
ル
ー
プ
経
営
の
現
実
に
配
慮
し
て
、
取
締
役
の
義
務
・
責
任
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
修
正
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ

お
よ
び
欧
米
諸
国
に
お
い
て
も
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る５

）。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
議
論
と
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論

を
紹
介
・
検
討
し
、
日
本
法
に
お
け
る
議
論
と
の
比
較
を
行
う
。
Ｅ
Ｕ
法
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
法
を
検
討
す
る
理
由
は
、
次
の
二
点
に
あ
る
。

第
一
に
、
日
本
同
様
、
企
業
グ
ル
ー
プ
法
制
の
充
実
を
課
題
に
も
つ
様
々
な
国
の
議
論
と
の
比
較
は
、
日
本
の
法
制
を
検
討
す
る
の
に
有
益

な
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
す
で
に
Ｅ
Ｕ
法
が
複
数
の
国
々
の
議
論
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿

は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
検
討
を
出
発
点
と
し
た
。
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
現
段
階
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
法
理
を
参
考
に
し
た
ル
ー
ル
が
提
案
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
次
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
第
二
に
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
法
を
参
照
し
た
Ｅ
Ｕ
法
の
提
案

は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
の
研
究
者
に
よ
り
紹
介
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
評
価
・
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る６

）。

し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
法
が
参
照
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
法
理
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
、
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詳
細
な
調
査
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
議
論
を
詳
細
に
検
討
し
、
ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
を
行
う
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
議
論
を
概
観
し
た
後
（
第
一
章
）、
Ｅ
Ｕ
の
議
論
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論
を
検

討
し
（
第
二
章
）、
わ
が
国
に
お
い
て
研
究
の
集
積
の
あ
る
ド
イ
ツ
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
比
較
を
行
い
（
第
三
章
）、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

議
論
の
特
徴
を
整
理
し
た
後
（
第
四
章
）、
日
本
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
比
較
を
行
う
（
第
五
章
）。

第
一
章

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
議
論

第
一
節

序
説

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
取
締
役
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
利
益
追
求
行
為
を
法
律
上
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、

近
時
、
主
に
次
の
文
書
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
一
九
九
八
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

（F
o
ru
m
 
E
u
ro
p
a
eu
m
 
C
o
rp
o
ra
te G

ro
u
p L

a
w
;
F
o
ru
m
 
E
u
ro
p
a
eu
m
 
K
o
n
zern

rech
t fu

r E
u
ro
p
a
;
F
o
ru
m
 
eu
ro
p
a
eu
m
 
su
r le

 
d
ro
it d

es g
ro
u
p
es d

e so
cietes

）
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
報
告
書
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
企
業
グ
ル
ー
プ
法７

）」、
第
二
に
、
欧
州
委
員
会

（E
u
ro
p
ea
n C

o
m
m
issio

n

）
の
設
置
に
よ
る
会
社
法
専
門
家
委
員
会
（th

e H
ig
h L

ev
el G

ro
u
p o

f C
o
m
p
a
n
y L

a
w
 
E
x
p
erts

）
が
二

〇
〇
二
年
一
一
月
四
日
に
公
表
し
た
最
終
報
告
書８

）、
お
よ
び
、
第
三
に
、
欧
州
委
員
会
に
よ
り
二
〇
〇
三
年
五
月
二
一
日
に
公
表
さ
れ
た

「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
会
社
法
の
現
代
化
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
｜
進
め
る
べ
き
計
画
｜
」
と
題
す
る
文
書
（
以
下
、

行

動
計
画
書
」
と
す
る９

））
で
あ
る
。

ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ド
イ
ツ
法
の
モ
デ
ル
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
実
現
し
な
か
っ
た
第
九
指
令
案
に

代
わ
る
、
新
た
な
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
の
調
整
案
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
様
々
な
地
域
か
ら
専
門
家
を
集
め
て
創
設
さ
れ
た
研
究

論 説
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団
体
で
あ
る10

）。
報
告
書
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
企
業
グ
ル
ー
プ
法
」
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
一
九
九
二
年
よ
り
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
創
設
の

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
行
っ
た
集
大
成
と
し
て
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
の
調
整
案
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
、
Ｅ
Ｕ
に

お
け
る
新
し
い
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
案
と
し
て
現
在
最
も
有
力
な
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る11

）。

次
に
、
会
社
法
専
門
家
委
員
会
は
、
公
開
買
付
け
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
規
模
の
ル
ー
ル
の
創
設
に
つ
い
て
の
問
題
、
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
会

社
法
の
現
代
化
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
提
案
を
行
う
た
め
に
、
二
〇
〇
一
年
に
欧
州
委
員
会
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る12

）。
前
記

最
終
報
告
書
は
、
会
社
法
専
門
家
委
員
会
が
、
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
公
表
し
た
諮
問
文
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
検
討
さ
れ
た
事
項
の
一
つ
と

し
て
、
企
業
グ
ル
ー
プ
法
制
に
関
す
る
問
題
が
あ
る
。

欧
州
委
員
会
に
よ
る
行
動
計
画
書
は
、
会
社
法
専
門
家
委
員
会
の
最
終
報
告
書
に
お
け
る
提
案
に
、
欧
州
委
員
会
が
応
え
た
も
の
で
あ

り13
）、

Ｅ
Ｕ
内
部
市
場
の
形
成
、
資
本
市
場
の
統
合
、
近
代
技
術
の
享
受
の
最
大
化
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
拡
大
、
お
よ
び
近
時
の
金
融
不
祥
事
に

対
処
す
る
べ
く
Ｅ
Ｕ
会
社
法
を
現
代
化
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
追
求
す
べ
き
会
社
法
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
枠
組
み
に
つ
い
て
行
動
計
画
を
示
す
も
の
で
あ
る14

）。
こ
の
取
組
み
の
主
要
な
目
的
は
、
株
主
の
権
利
の
強
化
、
第
三
者
保
護
、
お
よ

び
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
効
率
性
と
競
争
力
の
向
上
に
あ
る15

）。
行
動
計
画
書
に
お
い
て
も
、
会
社
法
専
門
家
委
員
会
が
取
り
上
げ
た
企
業
グ
ル
ー
プ

法
制
に
関
す
る
問
題
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

第
二
節

業
務
執
行
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
利
益
追
求
行
為
の
承
認
に
関
す
る
取
組
み

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
子
会
社
の
業
務
執
行
者
は
、
当
該
会
社
の
利
益
よ
り
も
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
や
親
会
社
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
行
動
を
と
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
業
務
執
行
者
の
行
為
を
法
的
に
承

認
す
る
こ
と
が
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る16

）。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
こ
う
し
た
行

（77-３- ）447 5
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為
を
承
認
す
る
か
に
つ
き
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
法
を
参
考
と
す
る
と
い
う
選
択
肢
を
挙
げ
る
。
ド
イ
ツ
法
は
、
会
社
間
で
支
配
契
約
・
利
益
供

出
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
に
は
支
配
会
社
に
よ
る
従
属
会
社
の
指
揮
を
正
当
化
し
（
株
式
法
三
〇
八
条
）、
こ
れ
ら
の
企
業
契
約
が
締
結

さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
支
配
会
社
が
従
属
会
社
の
不
利
益
補
償
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
支
配
会
社
に
よ
る
従
属
会
社
の
指
揮
が
正
当
化
さ

れ
、
そ
れ
に
従
属
会
社
の
業
務
執
行
者
が
従
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
と
す
る
（
株
式
法
三
一
一
条
）。
し
か
し
、
第
九
指
令
案
が
実
現
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
た
制
度
は
、
Ｅ
Ｕ
の
他
の
加
盟
国
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
破
毀
院
が
示
すR
o
zen

b
lu
m

原
則
と
呼
ば
れ
る
定
式
に
倣
い
、
以
下
の
条
件
を
充
た
す
場

合
に
限
り
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
の
業
務
執
行
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
利
益
追
求
行
為
を
法
律
上
正
当
な
も
の
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
提
案

す
る17

）。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
グ
ル
ー
プ
が
、
均
衡
が
と
れ
、
強
固
な
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
が
長
期
的
で

一
貫
し
た
グ
ル
ー
プ
政
策
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
第
三
に
、
当
該
行
為
か
ら
生
ず
る
不
利
益
が
合
理
的
期
間
内
に
利
益

に
よ
り
補
償
さ
れ
る
こ
と
を
、
当
該
業
務
執
行
者
が
合
理
的
に
想
定
で
き
る
こ
と
、
で
あ
る
。
た
だ
し
、
利
益
に
よ
り
補
償
可
能
な
不
利
益

に
は
、
会
社
の
存
在
を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
不
利
益
は
含
ま
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
件
の
遵
守
は
、
継
続
し
て
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
業
務
執
行
者
は
、
そ
の
遵
守
を
次
の
株
主
総
会
で
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
要
件
に
違
反
し
た
場
合
の
効
果
に
つ

い
て
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
自
体
が
提
案
を
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
各
加
盟
国
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る18

）。

会
社
法
専
門
家
委
員
会
の
最
終
報
告
書
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
生
ず
る
問
題
に
包
括
的
に
取
り
組
ん
で
第
九
指
令
の
試
み
を
完
遂

さ
せ
る
こ
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
、
特
定
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、

グ
ル
ー
プ
構
造
と
関
係
の
透
明
化
」、

グ
ル
ー
プ
の
利
益
と
そ
の
構
成
会

社
の
利
益
と
の
緊
張
関
係
」、
お
よ
び
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
の
特
別
問
題
」
に
絞
っ
て
検
討
を
し
、
提
案
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る19

）。
そ

し
て
、

グ
ル
ー
プ
の
利
益
と
そ
の
構
成
会
社
の
利
益
と
の
緊
張
関
係
」
の
問
題
に
つ
き
、
い
く
つ
か
の
加
盟
国
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
プ
構

成
会
社
の
業
務
執
行
者
が
、
当
該
会
社
の
利
益
と
な
ら
な
い
限
り
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
法
制
が
採
用
さ
れ
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て
い
る
こ
と
は
、
現
実
的
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
経
営
の
現
実
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
政
策
の
追
求
の
た
め
に
グ
ル
ー
プ
構
成
会

社
の
少
数
株
主
や
債
権
者
の
利
益
が
害
さ
れ
な
い
よ
う
な
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る20

）。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
問
題
に
つ
き
、
グ
ル
ー

プ
全
体
の
利
益
を
志
向
し
、
個
別
の
会
社
の
直
接
の
利
益
と
は
な
ら
な
い
業
務
執
行
者
の
行
為
も
、
そ
の
会
社
の
受
け
る
損
失
が
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
利
益
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
場
合
に
は
、
正
当
化
さ
れ
う
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す
、
上
記
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提
案
は
、
基
礎
と
な
る
べ
き
共
通
の
原
則
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
有
益
で
あ
る
と
す
る21

）。

欧
州
委
員
会
の
行
動
計
画
書
は
、
会
社
法
専
門
家
委
員
会
の
最
終
報
告
書
に
お
け
る
議
論
を
基
に
し
て
、
同
報
告
書
が
扱
っ
た
三
つ
の
問

題
に
つ
き
検
討
を
行
う22

）。
行
動
計
画
書
は
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
取
締
役
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
利
益
追
求
行
為
の
評
価
に
つ
い
て
、
会
社
の
債

権
者
の
利
益
が
効
果
的
に
保
護
さ
れ
、
株
主
の
負
担
と
利
益
の
公
正
な
バ
ラ
ン
ス
が
継
続
的
に
と
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
企
業
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
会
社
の
経
営
に
携
わ
る
者
が
、
グ
ル
ー
プ
政
策
を
採
用
し
、
遂
行
す
る
こ
と
を
認
め
る
立
法
措
置
を
加
盟
国
が
講
じ
る
こ

と
を
、
中
期
的
な
課
題
（
二
〇
〇
六
年
〜
二
〇
〇
八
年
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
課
題
）
と
す
る
。
こ
の
提
案
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
効
率
性
お
よ
び

競
争
力
を
改
善
す
る
一
方
で
、
適
切
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
が
慎
重
に
策
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
に
立
つ
も
の
で
あ
る23

）。
行
動

計
画
に
つ
い
て
の
各
界
意
見
を
分
析
す
る
文
書
に
よ
る
と
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
と
い
え
ど
も
独
立
し
た
法
人
格
を
有
す
る
と
い
う
原
則
と

の
整
合
性
や
、
提
案
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ル
ー
ル
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
柔
軟
性
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
提
案
に
反

対
す
る
見
解
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
が
、
過
半
数
の
回
答
者
が
こ
の
提
案
に
賛
成
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る24

）。

以
上
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
法
に
お
い
て
発
展
し
て
き
たR

o
zen

b
lu
m

原
則
に
倣
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提
案
を
基
礎
と
し
て
、
経
営
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
利
益
の
追
求
を
法
的
に
承
認
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
Ｅ
Ｕ
の
議
論
の
基
礎
に
あ
るR

o
zen

b
lu
m

原
則
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
確
立
さ
れ
た
の
か
、
お
よ
び
、
フ
ラ

ン
ス
の
学
説
に
お
い
てR

o
zen

b
lu
m

原
則
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
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第
二
章

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
議
論

第
一
節

企
業
グ
ル
ー
プ
と
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
の
関
係

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
末
に
、
判
例
に
よ
り
法
人
が
株
主
と
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
集
団
が
発
生

し
、
特
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
企
業
集
団
の
形
成
が
増
加
し
て
い
る25

）。
企
業
集
団
の
内
部
で
は
、
目
的
の
一
致
と
統
一
的
な
指
揮
が
み
ら

れ
、
経
済
的
実
質
と
し
て
は
、
企
業
集
団
を
ひ
と
つ
の
企
業
体
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
商
法
は
、
企
業
集
団
自
体
に
は
法
人
格
を
認
め
ず26

）、
か
つ
、
企
業
集
団
を
構
成
す
る
会
社
も
、
そ
れ
ぞ
れ
完
全
な
法
人
格
を
有
す
る
も

の
と
と
ら
え
、
集
団
を
構
成
す
る
会
社
に
つ
い
て
も
、

法
人
格
を
有
す
る
者
は
そ
の
意
思
決
定
を
自
ら
行
う
自
治
権
を
有
す
る
」
と
い
う

原
則
（p

rin
cip
e d
’
a
u
to
n
o
m
ie d

es p
erso

n
n
es m

o
ra
les

）
を
維
持
す
る27

）。
そ
こ
で
、
こ
の
原
則
と
、
グ
ル
ー
プ
経
営
に
お
い
て
は
、

子
会
社
は
実
質
的
に
は
親
会
社
の
事
業
の
一
部
門
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
利
益
よ
り
も
グ
ル
ー
プ

全
体
の
利
益
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
現
実
と
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
特
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益

を
志
向
す
る
取
締
役
の
行
為
と
、
次
に
述
べ
る
、
会
社
の
利
益
に
反
し
て
会
社
財
産
を
利
用
し
た
取
締
役
に
刑
事
責
任
を
課
す
商
法
上
の
規

定
と
の
関
係
に
お
い
て
顕
在
化
し
、
活
発
な
議
論
を
呼
ん
で
い
る28

）。

第
二
節

会
社
財
産
の
濫
用
の
規
制
と
グ
ル
ー
プ
経
営

商
法
Ｌ
二
四
一
｜
三
条
四
号
は
有
限
会
社
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｌ
）
の
業
務
執
行
者
に
つ
き
、
Ｌ
二
四
二
｜
六
条
三
号
は
株
式
会
社
の
業
務
執
行
者

に
つ
き
、

悪
意
に
よ
り
﹇d

e m
a
u
v
a
ise fo

i

﹈、
会
社
財
産
ま
た
は
会
社
の
信
用
を
、
会
社
の
利
益
に
反
し
て
、
自
己
の
た
め
に
、
ま
た
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は
、
自
己
が
直
接
も
し
く
は
間
接
に
利
害
関
係
を
有
す
る
会
社
も
し
く
は
企
業
﹇en

trep
rise

﹈
の
利
益
を
図
る
た
め
に
利
用
し
た
」
場
合

に
は
、

五
年
の
禁
固
刑
お
よ
び
三
七
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
」
こ
と
を
規
定
す
る
。
こ
の
会
社
財
産
濫
用
（a

b
u
s
 
d
e

 
b
ien
s so

cia
u
x

）
罪
は
、
会
社
財
産
、
社
員
の
利
益
、
お
よ
び
会
社
債
権
者
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て29

）、
一
九
三
五
年
八

月
八
日
の
デ
ク
レ
・
ロ
ワ
に
よ
り
導
入
さ
れ
た30

）。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
事
実
上
の
指
揮
者
（d

irig
ea
n
t d
e

31
）

fa
it

）
に
も
適
用
さ
れ
る
（
商
法

Ｌ
二
四
一
｜
九
条
、
Ｌ
二
四
六
｜
二
条
）。

こ
の
犯
罪
は
、
そ
の
構
成
要
件
と
し
て
、
①
会
社
の
利
益
に
反
し
た
会
社
財
産
の
利
用
、
②
行
為
者
が
当
該
行
為
が
会
社
の
利
益
に
反
す

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
③
行
為
者
が
、
個
人
的
な
目
的
も
し
く
は
そ
の
者
が
直
接
・
間
接
に
利
害
関
係
を
有
す
る
会
社

等
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
含
む32

）。
こ
の
よ
う
な
性
質
は
典
型
的
に
は
経
営
者
が
個
人
的
な
利
益
の
た
め
に
会
社
財
産
を
利
用
す
る

場
合
に
見
ら
れ
る33

）。
企
業
グ
ル
ー
プ
経
営
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
財
政
状
態
の
悪
化
し
た
グ
ル
ー
プ
内
の
会
社
の
倒
産
を
回
避
す
る
た
め

に
、
同
一
グ
ル
ー
プ
内
の
別
の
会
社
が
そ
の
会
社
に
財
政
支
援
を
す
る
場
合
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
の
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
内
の
個

別
の
会
社
の
財
産
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る34

）。
こ
の
よ
う
な
会
社
財
産
の
利
用
は
、
当
該
会
社
に
損
失
を
も
た
ら
す
財
産
の
利
用
で
あ
り

（
要
件
①
を
充
た
す
）、
業
務
執
行
者
は
グ
ル
ー
プ
全
体
の
成
功
に
必
然
的
に
利
害
関
係
を
有
し
（
要
件
③
を
充
た
す
）、
多
く
の
場
合
業
務

執
行
者
は
個
別
の
会
社
を
犠
牲
に
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
を
図
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
た
め
（
要
件
②
を
充
た
す
）、
会
社
財
産
濫

用
罪
の
構
成
要
件
を
充
足
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る35

）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
下
級
審
裁
判
例
に
は
、
取
締
役
が
、
同
一

グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
他
社
に
貸
付
を
行
う
た
め
に
会
社
財
産
の
利
用
を
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
内
取
引
で
あ
る
こ
と
を
一
切

考
慮
せ
ず
に
会
社
財
産
濫
用
罪
の
成
立
を
認
め
た
も
の
が
あ
る36

）。
し
か
し
、
こ
の
判
決
に
対
し
て
、
学
説
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る

会
社
間
の
関
係
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
会
社
は
、
た
と
え
一
方
が
犠
牲
と
な
っ
て
で
も
、
他
方
を
支
援
す
る
利
益
を
有
し
、
今
日
同
意
さ

れ
た
犠
牲
は
、
将
来
の
利
益
・
特
権
に
よ
り
補
償
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
内
の
関
係
全
体

で
あ
っ
て
、
本
件
の
貸
付
は
、
全
体
を
考
慮
す
る
と
、
一
方
の
会
社
の
利
益
に
反
し
た
濫
用
的
な
利
用
と
は
い
え
な
い
可
能
性
が
あ
る
、
と
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の
批
判
を
示
し
た37

）。

上
記
の
よ
う
な
伝
統
的
な
裁
判
例
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
経
済
社
会
に
お
い
て
は
通
常
の
グ
ル
ー
プ
経
営
を
原
因
と
し
て
取
締
役
の
刑
事

責
任
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
グ
ル
ー
プ
内
取
引
が
、
グ
ル
ー
プ
内
の
複
数
の
会
社
と
の
関
係
に
配
慮
し
て
、
よ

り
長
期
的
な
視
点
で
決
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
会
社
財
産
濫
用
罪
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
は
、
個
別
の
会
社
と
の
関
係
で
、
訴
訟
で

問
題
と
な
っ
た
時
点
に
お
い
て
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る38

）。
他
方
で
、
他
の
会
社
の
た
め
に
会
社
財
産
を
利
用
さ
せ
る
自
由
を
取
締
役
に

与
え
る
と
、
株
主
や
会
社
債
権
者
等
の
利
害
関
係
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る39

）。
そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
経
営
の
現
実
と
会
社
の
利
害

関
係
者
の
利
益
を
調
整
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

第
三
節

構
成
要
件
か
ら
排
除
す
る
こ
と
に
よ
る
解
決
の
可
能
性

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
取
締
役
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
利
益
追
求
行
為
を
、
会
社
財
産
濫
用
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
さ

せ
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
九
九
五
年
にM

a
rin
i

元
老
院
議
員
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
報
告
書
「
会
社
法
の
現
代
化
」
に
お
い
て
は40

）、
会
社
財
産
濫
用
罪
の
構
成
要

件
が
過
度
に
広
く
、
か
つ
、
不
明
確
で
あ
り
、
予
測
可
能
性
が
害
さ
れ
る
と
し
て
、
構
成
要
件
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た41
）。

同
報
告
書
は
、

会
社
の
財
産
的
利
益
（in

terets p
a
trim

o
n
ia
u
x

）
が
害
さ
れ
た
こ
と
」、
お
よ
び
、
行
為
者
が
「
個
人
的
利
益
を

追
求
し
た
こ
と
」
を
要
求
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
よ
う
な
要
件
の
追
加
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
プ
の
指
揮
者
が
そ

の
個
人
的
な
利
益
を
図
る
の
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
を
考
慮
し
て
会
社
の
利
益
を
犠
牲
に
す
る
に
す
ぎ
な
い
行
為
を
会
社
財
産

濫
用
罪
の
構
成
要
件
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る42

）。
し
か
し
、
現
行
法
は
、
こ
のM

a
rin
i

議
員
の
報
告

書
の
提
案
を
採
用
し
て
い
な
い
。
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第
四
節

企
業
グ
ル
ー
プ
内
の
取
引
で
あ
る
こ
と
を
正
当
化
事
由
と
す
る
こ
と
に
よ
る
解
決

一

下
級
審
判
決
の
立
場

こ
の
ほ
か
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
を
志
向
す
る
会
社
財
産
の
利
用
で
あ
っ
て
も
、
会
社
財
産
濫
用
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
可
能

性
を
残
し
た
上
で
、
構
成
要
件
に
該
当
し
た
場
合
に
も
、
グ
ル
ー
プ
内
取
引
の
特
性
を
考
慮
し
て
取
締
役
の
責
任
を
否
定
す
る
方
法
が
考
え

ら
れ
る
。
企
業
グ
ル
ー
プ
経
営
に
お
け
る
実
務
へ
の
理
解
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
裁
判
所
は
、
グ
ル
ー
プ
内
取
引
で
あ
る
こ
と
を
正
当
化
事

由
（fa

it ju
stifica

tif

、
日
本
法
の
違
法
性
阻
却
事
由
に
相
当
す
る
）
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
要
件
を
充
た
す
グ
ル
ー
プ
利
益
追
求

行
為
を
適
法
な
も
の
と
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
内
取
引
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
会
社
財
産
の
濫
用
に
よ
る
刑
事
責
任
を
排
除
す

る
動
き
は
、
ま
ず
、
下
級
審
判
決
に
お
い
て
み
ら
れ
た43

）。

グ
ル
ー
プ
利
益
の
追
求
の
必
要
性
に
配
慮
し
て
会
社
財
産
濫
用
罪
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
た
最
も
古
い
判
決
と
考
え
ら
れ
る
も

の
と
し
て
、
一
九
五
五
年
五
月
一
一
日
セ
ー
ヌ
軽
罪
裁
判
所
判
決44

）が
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
の
た
め
に
グ
ル
ー
プ
内

の
個
別
の
会
社
を
犠
牲
に
す
る
行
為
が
会
社
財
産
濫
用
罪
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
当
該
行
為
が
経
済
的
視
点
か
ら
正
当
性
を
示
す
か
ど
う

か
、
個
々
の
会
社
の
負
担
間
の
均
衡
が
取
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
お
よ
び
、
会
社
の
財
政
能
力
に
照
ら
し
て
「
通
常
」
の
取
引
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
に
従
っ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
。
そ
の
後
も
同
様
の
考
え
方
を
示
す
下
級
審
判

決
が
多
数
み
ら
れ
た45

）。
そ
の
集
大
成
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
七
四
年
五
月
一
六
日
パ
リ
軽
罪
裁
判
所
判
決
（
被
告
人
の
姓
か

ら
、

W
illo

t

判
決
」
と
呼
ば
れ
る46

））
で
あ
る
。

W
illo

t

判
決
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
個
別
の
会
社
単
独
で
は
な
く
グ
ル
ー
プ
全
体
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
指
揮
者
の
行
為
を
評
価
す
る
必
要

性
を
指
摘
し
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、

グ
ル
ー
プ
の
指
揮
者
の
動
機
を
客
観
的
に
決
定
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
時
代
遅

れ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
法
律
上
の
原
則
に
経
済
的
利
益
が
優
先
す
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
全
く
容
易
で
な
い
。
グ
ル
ー
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プ
に
関
す
る
立
法
が
な
い
状
況
の
も
と
で
、
我
々
は
、
以
下
の
こ
と
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
、
非
人
為
的
な
基
礎

﹇b
a
ses n

o
n
 
a
rtificielles

﹈
に
基
づ
く
強
固
に
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
が
、
時
折

調
和
し
な
い
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
利
益
と
一
時
的
に
入
れ
替
わ
る
グ
ル
ー
プ
の
利
益
の
実

現
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
二
、
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
会
社
の
う
ち
の
一
つ
の
会
社
に
要
求
さ
れ
た
犠
牲
が
、
グ
ル
ー
プ
の
均
衡

を
維
持
す
る
目
的
で
、
も
し
く
は
、
統
一
さ
れ
た
全
体
の
政
策
を
追
求
す
る
目
的
で
、
グ
ル
ー
プ
の
利
益
の
た
め
に
実
行
さ
れ
、
か
つ
、
指

揮
者
の
個
人
的
利
益
の
た
め
に
実
行
さ
れ
た
も
の
で
な
い
か
ど
う
か
。
三
、
こ
れ
ら
の
犠
牲
が
、
同
意
し
た
会
社
に
対
し
て
、
十
分
な
代
償

な
く
、
も
し
く
は
、
決
定
の
当
時
、
会
社
の
株
主
や
債
権
者
に
将
来
深
刻
な
損
害
を
与
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
ほ
ど
、
会
社
の
現
実
の
能

力
と
全
く
不
釣
り
合
い
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
過
度
に
重
大
な
危
険
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
い
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
満

た
さ
れ
る
場
合
、
会
社
財
産
濫
用
罪
を
構
成
す
る
古
典
的
な
法
律
上
の
要
件
は
、
必
然
的
に
グ
ル
ー
プ
内
の
会
社
全
体
に
直
接
的
・
間
接
的

利
害
関
係
を
有
し
、
そ
の
個
人
的
利
益
が
し
ば
し
ば
グ
ル
ー
プ
の
利
益
と
区
別
す
る
こ
と
が
難
し
い
グ
ル
ー
プ
の
指
揮
者
を
排
除
す
る
べ
き

で
あ
る
」
と
し
た47

）。

こ
のW

illo
t

判
決
の
判
示
は
、
多
く
の
学
説
に
支
持
さ
れ
、
下
級
審
判
決
に
お
い
て
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ48

）、
フ
ラ
ン
ス
の

最
高
裁
判
所
で
あ
る
破
毀
院
に
よ
る
承
認
が
待
た
れ
て
い
た
。

二

破
毀
院
の
立
場
｜R

o
zen

b
lu
m

判
決

W
illo

t

判
決
が
示
し
た
考
え
方
を
初
め
て
承
認
し
た
破
毀
院
判
決
は
、
一
九
八
五
年
二
月
四
日
の
刑
事
部
判
決49

）（
被
告
人
の
姓
か
ら

「R
o
zen

b
lu
m

判
決
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
で
あ
る
。

こ
の
事
件
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
事
実
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る50

）。
被
告
人
で
あ
るR

o
zen

b
lu
m

氏
は
、
不
動
産
の
開
発
・
建
設
を
行
う

七
つ
の
会
社
（
以
下
、
Ａ
〜
Ｇ
社
と
す
る
）
の
事
実
上
の
指
揮
者
で
あ
っ
た
。R

o
zen

b
lu
m

氏
は
、
一
九
七
七
年
頃
、
Ａ
〜
Ｇ
社
が
取
り

（77-３- ）12 454
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組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
今
後
十
分
な
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
予
測
し
、
今
後
は
状
況
に
応
じ
て
別
の
事
業

分
野
に
注
力
す
る
こ
と
を
考
え
た
。
そ
こ
で
、R

o
zen

b
lu
m

氏
が
そ
の
持
分
の
か
な
り
の
比
率
を
保
有
す
る
か
、
ま
た
は
、
事
実
上
経
営

を
指
揮
す
る
、
家
具
の
販
売
業
を
行
う
Ｈ
会
社
、
靴
の
製
造
業
を
行
う
Ｉ
会
社
、
旅
行
代
理
店
を
運
営
す
る
Ｊ
会
社
、
理
髪
店
を
運
営
す
る

Ｋ
会
社
、
お
よ
び
印
刷
業
を
行
う
Ｌ
会
社
に
、
Ａ
〜
Ｇ
社
の
営
業
財
産
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
こ
の
営
業
財
産
の
移
転
は
、
他

社
へ
の
資
本
参
加
の
み
を
目
的
と
し
て
一
九
七
七
年
に
設
立
さ
れ
た
、R

o
zen

b
lu
m

氏
が
取
締
役
を
務
め
、
ま
た
、
そ
の
発
行
済
株
式
の

一
〇
分
の
三
を
保
有
し
、
か
つ
他
の
株
主
が
彼
の
親
類
に
よ
り
占
め
ら
れ
る
Ｍ
会
社
を
介
し
て
、
一
九
七
七
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
そ
の
間
、
Ｈ
〜
Ｍ
社
は
、
Ａ
〜
Ｇ
社
の
一
部
か
ら
、
資
金
援
助
や
債
務
の
保
証
も
受
け
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
Ｈ
〜
Ｍ

社
に
移
転
さ
れ
た
財
産
の
総
額
は
三
年
間
で
一
一
五
〇
万
フ
ラ
ン
余
に
上
っ
た
。
こ
の
た
め
、R

o
zen

b
lu
m

氏
は
、
自
己
が
利
害
関
係
を

有
す
る
会
社
の
た
め
に
、
Ａ
〜
Ｇ
社
の
利
益
に
反
し
て
会
社
財
産
を
利
用
し
た
と
し
て
、
会
社
財
産
濫
用
罪
の
責
任
が
追
及
さ
れ
た
。

R
o
zen

b
lu
m

氏
は
、
上
記
営
業
財
産
の
譲
渡
や
資
金
援
助
等
の
事
実
に
つ
い
て
は
争
わ
ず
、
次
の
こ
と
を
主
張
し
て
そ
れ
ら
の
取
引
の
正

当
性
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
〜
Ｇ
社
と
Ｈ
〜
Ｍ
社
は
、

R
o
zen

b
lu
m

グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
、
強
固
に
構
成
さ
れ
、
非
人
為
的
基
礎

に
基
づ
く
、
会
社
財
産
ま
た
は
会
社
の
信
用
の
濫
用
罪
を
排
除
す
る
、
経
済
的
・
財
政
的
統
一
体
を
構
成
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
件
取

引
は
正
当
化
さ
れ
る
。

第
一
審
お
よ
び
控
訴
院
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
、R

o
zen

b
lu
m

氏
の
主
張
を
認
め
ず
、
会
社
財
産
濫
用
罪
が
成
立
す
る
と
判
示
し
た51

）。

す
な
わ
ち
、
Ａ
〜
Ｇ
社
と
、
Ｈ
〜
Ｍ
社
と
の
間
に
は
、
真
の
関
係
が
何
ら
存
在
し
な
い
こ
と
、
Ｈ
〜
Ｍ
社
は
、
何
ら
の
取
決
め
も
な
し
に
そ

の
都
度
の
要
請
に
従
っ
て
、
Ａ
〜
Ｇ
社
か
ら
の
資
金
援
助
ま
た
は
債
務
の
保
証
か
ら
利
益
を
得
て
い
た
こ
と
、
Ａ
〜
Ｇ
社
の
う
ち
の
一
つ

は
、
銀
行
か
ら
借
入
を
行
っ
て
初
め
て
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
十
分
な
資
産
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
Ａ
〜
Ｇ
社
の

う
ち
二
社
は
、
会
社
の
資
本
の
四
分
の
三
を
失
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
破
毀
院
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、R

o
zen

b
lu
m

氏
が
法
律
上
ま
た
は
事

実
上
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
に
、
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
示
す
性
質
を
有
す
る
法
的
構
造
は
何
ら
存
在
せ
ず
、
グ
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ル
ー
プ
の
存
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
計
算
書
類
が
同
じ
担
当
者
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、

R
o
zen

b
lu
m

氏
に
よ
り
な
さ
れ
た
会
社
財
産
の
利
用
は
、
会
社
の
利
益
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
共
通
の
目
的
の
実
現
の
た
め
に
よ
く
審

議
さ
れ
た
財
政
的
・
経
済
的
政
策
の
実
行
と
も
考
え
ら
れ
ず
、R

o
zen

b
lu
m

氏
の
行
動
は
、
彼
自
身
の
利
益
、
す
な
わ
ち
、
彼
自
身
が
利
害

関
係
を
有
す
る
会
社
を
延
命
す
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
控
訴
院
の
判
断
を
支
持
し
た52

）。

そ
の
う
え
で
、

…
一
九
六
六
年
七
月
二
四
日
法
﹇lo

i d
u 24 ju

illet 1966

﹈
四
二
五
条
四
項
﹇
現
行
商
法
Ｌ
二
四
一
｜
三
条
四
号
に
相
当

す
る
﹈
お
よ
び
四
三
七
条
三
項
﹇
現
行
商
法
Ｌ
二
四
二
｜
六
条
三
号
に
相
当
す
る
﹈
の
規
定
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
は
、
あ
る
会
社
の
事
実
上

ま
た
は
法
律
上
の
指
揮
者
に
よ
り
な
さ
れ
た
、
彼
が
直
接
ま
た
は
間
接
の
利
害
関
係
を
有
す
る
同
一
グ
ル
ー
プ
内
の
会
社
に
対
す
る
財
政
支

援
は
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
全
体
の
た
め
に
策
定
さ
れ
た
政
策
を
考
慮
し
て
評
価
さ
れ
る
、
共
通
の
経
済
的
、
社
会
的
、
ま
た
は
財
政
的
利
益
に

よ
り
指
示
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
代
償
﹇co

n
trep

a
rtie

﹈
を
欠
い
て
は
な
ら
ず
、
も
し
く
は
、
様
々
な
各
関
係
会
社
間
の
負

担
﹇en

g
a
g
em
en
t

﹈
の
均
衡
を
崩
し
て
は
な
ら
ず
、
か
つ
、
負
担
を
受
け
る
会
社
の
財
政
能
力
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
本
件
に
お
い
て

は
こ
れ
ら
の
要
件
が
充
た
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
上
告
は
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い53

）」
と
判
示
し
た
。

三

R
o
zen

b
lu
m

判
決
の
検
討

１

破
毀
院
の
立
場
の
確
立

R
o
zen

b
lu
m

判
決
は
上
記
の
よ
う
に
、
一
定
の
要
件
の
下
で
、
経
営
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
利
益
追
求
行
為
に
正
当
化
事
由
の
存
在
を
認

め
、
会
社
財
産
濫
用
罪
が
成
立
し
な
い
と
す
る
。
そ
の
要
件
を
整
理
す
る
と
、
当
該
行
為
が
、
①
グ
ル
ー
プ
全
体
の
た
め
に
策
定
さ
れ
た
政

策
に
鑑
み
て
評
価
さ
れ
る
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
経
済
的
、
社
会
的
、
ま
た
は
財
政
的
利
益
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
代
償

を
欠
か
ず
、
ま
た
は
、
個
々
の
関
係
会
社
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
の
均
衡
を
崩
さ
な
い
こ
と
、
か
つ
、
③
負
担
を
引
き
受
け
る
会
社
の
財
政

能
力
を
超
え
な
い
こ
と
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。R

o
zen

b
lu
m

判
決
の
後
、
多
数
の
破
毀
院
の
判
決
が
、R

o
zen

b
lu
m

判
決
が
示
し
た
上
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記
の
原
則
（
以
下
、

R
o
zen

b
lu
m

原
則
」
と
い
う
）
に
従
っ
て
お
り54

）、
こ
の
原
則
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
破
毀
院
の
確
立
さ
れ
た
立

場
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る55

）。
な
お
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
間
で
の
金
融
支
援
に
関
し
て
問
題
と
な
る
こ
と
が
多
い

が
、
同
原
則
の
対
象
は
そ
れ
以
外
の
グ
ル
ー
プ
内
取
引
に
も
及
び
、
例
え
ば
、
同
一
の
公
共
事
業
に
携
わ
る
グ
ル
ー
プ
会
社
間
で
締
結
さ
れ

た
、
同
事
業
に
必
要
な
用
具
の
賃
貸
借
契
約
が
不
当
で
あ
る
と
し
て
、
業
務
執
行
者
の
刑
事
責
任
が
追
及
さ
れ
た
事
例
に
お
い
て
も
、

R
o
zen

b
lu
m

原
則
が
適
用
さ
れ
て
い
る56

）。

以
下
で
は
、R

o
zen

b
lu
m

判
決
が
示
し
た
各
要
件
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

２

グ
ル
ー
プ
」
の
存
在

R
o
zen

b
lu
m

判
決
が
示
す
三
要
件
の
前
提
と
し
て
ま
ず
、

企
業
グ
ル
ー
プ
」
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。R

o
zen

b
lu
m

判
決

は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
結
び
付
け
ら
れ
た
会
社
集
団
が
正
当
化
事
由
の
前
提
と
な
る
「
グ
ル
ー
プ
」
に
該
当
す
る
の
か
を
明
示
し
て
い
な
い

が
、
下
級
審
判
決
、
他
の
破
毀
院
判
決
、
お
よ
び
学
説
に
お
け
る
議
論
の
集
積
に
よ
り
、
基
準
が
固
ま
り
つ
つ
あ
る
。

前
記W

illo
t

判
決
は
「
非
人
為
的
基
礎
に
基
づ
く
強
固
に
構
成
さ
れ
た
集
団
」
で
あ
る
場
合
に
、
正
当
化
事
由
の
基
礎
と
な
る
「
グ
ル
ー

プ
」
の
存
在
を
認
め
る
と
す
る57

）。
債
務
を
免
れ
る
た
め
に
会
社
の
財
産
を
別
の
会
社
に
移
転
さ
せ
、
複
数
の
会
社
に
分
解
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
会
社
集
団
が
生
じ
た
場
合
や58

）、
他
社
の
買
収
の
た
め
の
資
金
調
達
の
受
け
皿
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
が
、
そ
の

会
社
と
一
時
的
に
資
本
関
係
を
形
成
し
て
い
る
場
合
の
よ
う
に
、
集
団
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
効
率
的
な
経
営
を
行
う
な
ど
の
目

的
を
有
せ
ず
、
形
式
的
に
複
数
の
会
社
が
集
団
を
形
成
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
は
、

非
人
為
的
基
礎
に
基
づ
く
強
固
に
構
成
さ
れ
た

集
団
」
に
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る59

）。
こ
れ
に
対
し
、

非
人
為
的
基
礎
に
基
づ
く
強
固
に
構
成
さ
れ
た
集
団
」
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、

次
の
よ
う
な
要
件
を
充
た
す
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
、
各
構
成
会
社
が
「
財
政
上
の
関
係
（lien

s fin
a
n
ciers

）」
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る60

）。
例
え
ば
、
一
九
九
九
年
四
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月
八
日
破
毀
院
刑
事
部
判
決61

）や
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
一
日
破
毀
院
刑
事
部
判
決62

）は
、
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
と
利
益
を
受
け
た
会
社
と
の

間
に
持
分
保
有
に
よ
る
出
資
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
」
の
存
在
を
認
め
た
。

当
事
会
社
が
連
結
計
算
書
類
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
事
会
社
間
の
財
政
上
の
関
係
の
存
在
を
認
め
る
の
に
有
利
に
働
く
よ
う
で
あ

る63
）。

一
九
九
一
年
一
二
月
九
日
破
毀
院
刑
事
部
判
決64

）で
は
、
会
社
財
産
濫
用
罪
の
責
任
を
追
及
さ
れ
た
被
告
人
に
よ
り
、
当
該
会
社
と
そ
の

財
産
の
利
用
に
よ
り
利
益
を
受
け
た
会
社
が
連
結
計
算
書
類
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
会
社
財
産
の
利
用
を
正
当
化
す
る
「
グ

ル
ー
プ
」
の
存
在
が
主
張
さ
れ
た65

）。
こ
れ
に
対
し
、
控
訴
院
は
、
連
結
計
算
書
類
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
だ
け
で
は
、
本
件
の
会
社
財
産
の

利
用
を
正
当
化
す
る
「
グ
ル
ー
プ
」
の
存
在
を
認
め
る
の
に
十
分
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
事
件
で
問
題
と
さ
れ
て
い

る
取
引
は
、
一
方
の
会
社
の
利
益
の
た
め
に
他
方
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で
、
全
体
的
な
計
画
や
経
済
的
正
当
性
も
な
く
、
取
引
当
事
者
の
両

会
社
の
業
務
執
行
者
で
あ
る
被
告
人
が
、
そ
の
時
の
状
況
の
ま
ま
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
会
計
に
存
在
す
る
混
乱
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
か
つ
、
取
引
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
会
社
が
設
立
の
後
す
ぐ
に
支
払
停
止
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
隠
す
た
め
に
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
被
告
人
の
個
人
的
利
益
の
た
め
に
な
さ
れ
た
支
払
い
は
、

グ
ル
ー
プ
」
の
概
念
と
は
無
縁
で
あ
る
、
と
し
て
、

会
社
財
産
濫
用
罪
の
要
件
を
充
た
し
、
正
当
化
事
由
も
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
被
告
人
に
つ
き
会
社
財
産
濫
用
罪
の
成
立
を
認
め
た
。
破

毀
院
刑
事
部
も
、
こ
の
控
訴
院
の
判
断
を
承
認
し
た66

）。
こ
の
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
理
解
は
、
当
事
会
社
が
連

結
計
算
書
類
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
、

グ
ル
ー
プ
」
の
存
在
の
承
認
に
有
利
な
事
情
で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
の
取
引
は
、
全
体
の
計
画

の
な
い
そ
の
都
度
の
状
況
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
点
で
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
他
の
要
件
（
グ
ル
ー
プ
政
策
の
存
在
）
を
充
た
さ
な
い
た

め
、
正
当
化
事
由
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
す
る67

）。
第
二
の
理
解
は
、
当
事
会
社
が
連
結
計
算
書
類
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
、

グ

ル
ー
プ
」
の
存
在
を
推
定
さ
せ
る
が
、
こ
の
事
件
で
は
、
連
結
ベ
ー
ス
の
計
算
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
自
体
が
、
被
告
人
の
個
人
的
な
利
益

の
た
め
に
な
さ
れ
た
集
団
内
の
資
金
移
動
を
隠
す
た
め
の
策
略
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
」
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
の
だ
と
す
る68

）。
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第
二
に
、

一
人
グ
ル
ー
プ
」
で
な
い
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。R

o
zen

b
lu
m

判
決
は
、
財
産
を
利
用
さ
れ
た
会
社
と
利
益
を
受
け
た
会
社

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
会
社
集
団
内
に
、
上
述
の
よ
う
な
財
政
上
の
関
係
が
認
め
ら
れ
ず
、R

o
zen

b
lu
m

氏
が
集
団
の
ト
ッ
プ
と
し
て
経
営

を
指
揮
し
て
い
た
こ
と
が
会
社
間
に
存
在
す
る
唯
一
の
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、

グ
ル
ー
プ
」
の
存
在
を
否
定
し
た69

）。
一
九
八

三
年
三
月
二
五
日
ミ
ュ
ー
ル
ー
ズ
軽
罪
裁
判
所
判
決70

）は
、
こ
の
考
え
よ
り
さ
ら
に
進
み
、
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
と
利
益
を
受
け
た
会
社

が
相
互
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
財
政
上
の
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
会
社
が
財
政
面
で
も
経
営
面
で
も
被
告

人
で
あ
る
共
通
の
支
配
株
主
に
よ
り
指
揮
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
正
当
化
事
由
の
基
礎
と
な
る
「
グ
ル
ー
プ
」
の
要
件
は
み
た
さ
れ
な
い

と
し
た
。
同
様
の
判
断
を
し
た
破
毀
院
判
決
も
存
在
す
る71

）。
こ
の
よ
う
に
集
団
内
の
各
会
社
が
共
通
の
個
人
に
よ
り
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る

場
合
（
一
人
グ
ル
ー
プ
（le g

ro
u
p
e u

n
ip
erso

n
n
el

）
と
呼
ば
れ
る
）
に
は
、
他
の
出
資
者
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
く
、
そ
の
者
に

よ
っ
て
、
集
団
の
存
在
が
会
社
財
産
の
濫
用
罪
の
排
除
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
大
き
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
判
断
が
な
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る72

）。
し
か
し
、
学
説
は
、
こ
れ
ら
裁
判
例
は
一
人
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
指
揮
者
の
不
正
行
為
を
推
定
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
推
定
は
、
独
裁
的
、
権
力
的
経
営
が
な
さ
れ
易
い
小
規
模
な
グ
ル
ー
プ
（m

icro
g
ro
u
p
e

）
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ

て
、
た
と
え
一
人
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
も
、
会
社
間
に
、
例
え
ば
財
政
上
の
関
係
な
ど
の
他
の
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て

グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る73

）。

第
三
に
、
集
団
を
構
成
す
る
会
社
間
に
「
活
動
の
相
補
性
（co

m
p
lem

en
ta
rite

d
es a

ctiv
ites

）」
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

る
。R

o
zen

b
lu
m

事
件
の
第
一
審
判
決
で
あ
る
、
一
九
八
三
年
四
月
二
九
日
パ
リ
軽
罪
裁
判
所
の
判
決74

）は
、
財
産
を
利
用
さ
れ
た
会
社
が

不
動
産
の
開
発
・
建
設
業
を
行
い
、
利
益
を
受
け
た
会
社
は
、
家
具
販
売
業
、
靴
製
造
業
、
理
髪
店
、
旅
行
代
理
店
、
ま
た
は
印
刷
業
を

行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
活
動
の
相
補
性
は
存
在
せ
ず
、

グ
ル
ー
プ
」
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た75

）。
後
に
一
九
九
三
年
七
月
一
九

日
破
毀
院
刑
事
部
判
決76

）も
同
様
の
立
場
を
示
し
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
同
じ
公
共
事
業
に
従
事
す
る
有
限
会
社
Ａ
会
社
と
Ｂ
会
社
と
、
そ
の

業
務
執
行
者
（g

era
n
t

）
で
あ
る
被
告
人
が
新
た
に
設
立
し
た
Ｃ
株
式
会
社
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
、
Ｃ
社
が
前
記
公
共
事
業
の
た
め
の
用
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具
を
確
保
し
て
Ａ
社
と
Ｂ
社
に
五
年
間
賃
貸
す
る
契
約
が
、
被
告
人
が
利
害
関
係
を
有
す
る
Ｃ
社
の
利
益
の
た
め
に
、
Ａ
社
と
Ｂ
社
の
信
用

や
被
告
人
が
業
務
執
行
者
と
し
て
有
す
る
権
限
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
当
該
業
務
執
行
者
の
会
社
財
産
・
信
用
の
濫
用
罪
お
よ

び
権
限
の
濫
用
罪
の
刑
事
責
任
が
追
及
さ
れ
る
と
と
も
に
、
前
記
有
限
会
社
の
少
数
社
員
が
業
務
執
行
者
に
対
し
、
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

附
帯
私
訴
（
刑
事
訴
訟
法
二
条

三
条
）
が
提
起
さ
れ
た77

）。
控
訴
院
は
、
Ａ
〜
Ｃ
社
は
い
ず
れ
も
同
一
の
公
共
事
業
に
関
わ
っ
て
お
り
、
当

該
公
共
事
業
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
活
動
が
相
互
に
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
活
動
の
相
補
性
を
認
め
、
こ
れ
ら
三
つ
の
会
社
が
「
グ
ル
ー
プ
」
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
い
な
い
と
し

た
。
そ
の
う
え
で
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
は
、
同
一
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
会
社
に
有
利
な
契
約
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
Ａ

社
と
Ｂ
社
に
よ
り
同
意
さ
れ
た
契
約
は
、
Ｃ
社
に
対
す
る
支
援
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
し
、
Ａ
社
と
Ｂ
社
が
、
Ｃ
社
に
有
利
な
契
約
に
同
意

す
る
際
、
何
ら
か
の
リ
ス
ク
を
負
っ
た
こ
と
も
証
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
被
告
人
に
会
社
財
産
・
信
用
の
濫
用
罪
お
よ
び
権
限
の
濫
用
は

認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
破
毀
院
も
こ
れ
を
承
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
判
例
・
裁
判
例
か
ら
、
集
団
内
の
会
社
の
行
う
事
業
が
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す

る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
「
活
動
の
相
補
性
」
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
立
場
に
よ
る
と
、
製
品
の
分
配
の
工
程

や
製
造
ラ
イ
ン
の
統
括
を
目
的
と
し
た
会
社
集
団
に
つ
い
て
は
、
正
当
化
事
由
の
基
礎
と
な
る
「
グ
ル
ー
プ
」
の
存
在
が
認
め
ら
れ
易
く
な

る
の
に
対
し
、
異
な
る
種
類
の
事
業
を
行
う
会
社
か
ら
成
る
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
の
よ
う
な
会
社
集
団
は
、

グ
ル
ー
プ
」
構
造
の
存
在
が

認
め
ら
れ
に
く
い
と
い
う
こ
と
に
な
る78

）。
し
か
し
、
経
済
的
に
有
益
な
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
が
活
動
の
相
補
性
が
な
い
こ
と
の
み
を
も
っ
て

正
当
化
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
、
合
理
的
で
な
い
と
の
批
判
も
な
さ
れ
て
い
る79

）。
他
方
で
、
活
動
の
相
補
性
を
有
す
る
会
社
集
団

が
、
刑
事
責
任
の
排
除
の
た
め
に
人
為
的
に
利
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
得
、
会
社
集
団
の
構
造
の
性
格
を
考
慮
す
る
だ
け
で
は
、
会
社
財
産

の
利
用
の
正
当
化
を
認
め
る
こ
と
が
適
切
な
状
況
で
あ
る
か
否
か
を
十
分
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い80

）。
そ
こ
で
、R

o
zen

b
lu
m

判
決

は
、
正
当
化
の
要
件
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
た
め
に
策
定
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
政
策
の
存
在
を
要
求
す
る
。
グ
ル
ー
プ
政
策
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
は
、
集
団
構
造
に
経
済
的
統
一
性
を
与
え
る
指
揮
の
集
中
が
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
会
社
財
産
の
利
用
の
正
当
化
の
根
拠
と
な
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り
う
る
集
団
構
造
と
そ
う
で
な
い
集
団
構
造
の
峻
別
に
寄
与
し
う
る81

）。

３

グ
ル
ー
プ
政
策

R
o
zen

b
lu
m

判
決
は
、
会
社
財
産
の
利
用
が
グ
ル
ー
プ
全
体
の
た
め
に
策
定
さ
れ
た
政
策
に
鑑
み
て
評
価
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利

益
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
グ
ル
ー
プ
政
策
は
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
個
々
の
会
社
の
相
互
の
密
接
な
関
連

や
相
互
作
用
の
前
提
と
な
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
内
部
の
結
合
の
強
度
の
指
標
と
し
て
機
能
す
る82

）。
た
だ
し
、
グ
ル
ー
プ
の
結
合
の
強
度
を
判

断
す
る
に
際
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
政
策
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
政
策
の
内
容
や
決
定
手
続
も
重
要
と
な
る
。

グ
ル
ー
プ
利
益
追
求
行
為
の
許
容
の
前
提
と
な
る
の
に
十
分
な
グ
ル
ー
プ
政
策
と
は
、
第
一
に
、
統
一
性
・
一
貫
性
を
有
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
一
九
九
一
年
一
二
月
九
日
破
毀
院
刑
事
部
判
決
は
、
被
告
人
が
全
体
的
な
計
画
な
し
に
、
そ
の
時
の
状
況
に

応
じ
て
取
引
を
実
行
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
引
の
前
提
と
な
る
グ
ル
ー
プ
政
策
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
し
た83

）。
前
述
の

R
o
zen

b
lu
m

判
決
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
（
前
記
二
参
照
）。
し
か
し
、
取
締
役
が
経
済
状
況
に
機
敏
に
反
応
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ

政
策
を
変
更
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
運
営
に
お
い
て
む
し
ろ
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
締
役
の
裁
量
は
全
面
的
に
否

定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
の
批
判
も
な
さ
れ
て
い
る84

）。

第
二
に
、
グ
ル
ー
プ
政
策
は
、
取
締
役
の
行
為
に
先
行
し
て
完
成
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い85

）。
取
締
役
が
事
後
的
に
グ
ル
ー
プ
政
策
を

作
成
し
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
反
対
に
、
事
前
に
決
定
さ
れ
た
政
策
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ

れ
ば
、
判
断
力
の
あ
る
企
業
家
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
利
益
に
資
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
措
置
が
、
事
前
に
予
測
で
き
な
い
不
利
益
を
生
じ
さ

せ
た
と
し
て
も
、
取
締
役
は
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い86

）。

第
三
に
、
グ
ル
ー
プ
政
策
は
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
の
取
締
役
会
ま
た
は
株
主
総
会
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｌ
に
お
い
て
は
社
員
総
会
）
の
決
議
を
経

て
い
る
必
要
が
あ
る
。
一
九
九
一
年
四
月
二
三
日
破
毀
院
刑
事
部
判
決87

）は
、
会
社
財
産
を
利
用
す
る
取
引
が
、
す
べ
て
、
会
社
の
業
務
執
行
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者
で
あ
る
被
告
人
が
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
会
社
の
取
締
役
会
ま
た
は
株
主
総
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
政
策
が
存
在
し
な
い
こ
と

か
ら
正
当
化
事
由
を
認
め
な
か
っ
た
控
訴
院
の
判
断
を
支
持
し
た88

）。
そ
の
後
の
破
毀
院
判
決
も
、
グ
ル
ー
プ
政
策
が
当
事
会
社
の
取
締
役
会

ま
た
は
株
主
総
会
の
決
議
を
経
て
い
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る89

）。

４

代
償
の
存
在
・
負
担
間
の
均
衡

R
o
zen

b
lu
m

判
決
は
、
正
当
化
事
由
の
要
件
と
し
て
次
に
、
当
該
行
為
が
「
代
償
を
欠
か
ず
、
ま
た
は
、
関
係
す
る
個
々
の
会
社
の
そ

れ
ぞ
れ
の
負
担
間
の
均
衡
を
崩
」
さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
会
社
が
一
方
的
に

不
利
益
を
被
る
取
引
は
、
そ
の
損
失
が
な
ん
ら
か
の
形
で
補
填
さ
れ
な
い
限
り
、
正
当
化
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
裁
判
例
に

は
、
特
に
、

負
担
間
の
均
衡
」
に
つ
い
て
判
断
し
た
も
の
が
少
な
い
た
め90

）、
こ
こ
で
は
学
説
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

代
償
の
存
在
」
と
「
負
担
間
の
均
衡
」
の
関
係
と
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
理
解
が
見
ら
れ
る
。
第
一
の
見
解
は
、

代
償
の
存
在
と
負
担
間
の
均
衡
の
要
件
は
、
同
時
に
充
た
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
二
つ
の
要
件
を
つ
な
ぐ
接
続
詞
は
「o

u

（
ま
た
は
）」
で

は
な
く
、

n
i

（
代
償
を
欠
く
こ
と
な
く
、『
か
つ
』
負
担
間
の
均
衡
を
崩
さ
な
い
）」
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
す
る91

）。
そ
し
て
、

代
償
の
存

在
」
と
は
、
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
の
損
失
を
埋
め
合
わ
せ
る
利
益
の
存
在
を
意
味
し
、

負
担
間
の
均
衡
」
は
、
そ
の
代
償
が
、
引
き

受
け
た
負
担
と
量
的
に
釣
り
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
概
念
で
あ
る
と
理
解
す
る92

）。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
見
解
は
、

代
償
」
の

概
念
を
広
く
理
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、

代
償
」
と
は
、
典
型
的
に
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
取
引
の
対
価
が
こ
れ
に
該
当
す
る
が
、
当
該

個
別
の
取
引
に
お
い
て
負
担
に
見
合
っ
た
対
価
が
存
在
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
要
求
さ
れ
ず
、
ま
た
、
物
理
的
な
も
の
、
金
銭
的
な
も
の
で

な
く
と
も
良
い
と
す
る93

）。
例
え
ば
、
財
政
に
窮
し
て
い
る
会
社
の
た
め
に
同
一
グ
ル
ー
プ
内
の
会
社
が
債
務
を
免
除
す
る
行
為
は
、
前
者
の

会
社
が
倒
産
す
る
こ
と
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
全
体
が
損
害
を
被
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
益
を
も
た
ら
す
が
、
こ

の
よ
う
な
利
益
も
こ
こ
で
い
う
「
代
償
」
と
し
て
考
慮
さ
れ
う
る94

）。
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
自
体
か
ら
生
ず
る
利
益
、
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例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
が
有
す
る
販
路
を
利
用
で
き
る
こ
と
、
グ
ル
ー
プ
全
体
に
対
す
る
信
頼
を
享
受
で
き
る
こ
と
な
ど
も
「
代
償
」
と
し
て

考
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
も
主
張
さ
れ
て
い
る95

）。
一
九
八
五
年
六
月
二
〇
日
リ
ヨ
ン
軽
罪
裁
判
所
判
決96

）も
、
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
が
、
経

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
情
報
、
法
務
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
親
会
社
か
ら
無
償
で
享
受
し
て
い
る
こ
と
を
当
該
会
社
の
損
失
に
対
す
る
「
代
償
」
と
捉

え
る97

）。

負
担
間
の
均
衡
」
の
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
際
し
て
は
、
取
引
の
対
価
が
市
場
価
格
と
一
致
し
て
い
る
こ

と
は
要
求
さ
れ
ず
、
取
引
の
条
件
に
合
理
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
内
取
引
に
お
い
て
は
、
一
方
当
事
者
に
有
利
な

条
件
で
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
は
将
来
は
支
援
を
し
て
も
ら
う
側
に
立
つ
可
能
性
が
あ
る
こ
と

に
配
慮
す
る
も
の
で
あ
る98

）。

第
二
の
見
解
は
、

ま
た
は
（o

u

）」
と
い
う
接
続
詞
の
と
お
り
、

代
償
の
存
在
」
と
「
負
担
間
の
均
衡
」
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
み
が
充

足
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
す
る99

）。
こ
の
見
解
に
よ
る
と
、

代
償
」
は
、
負
担
を
引
き
受
け
る
会
社
に
対
す
る
対
価
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
こ

の
対
価
は
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
の
給
付
の
額
と
同
額
で
な
く
と
も
よ
く
、
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
に
よ
る
貸
付
の
利
率
が
通
例
よ
り

も
低
く
と
も
よ
い
。
企
業
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
一
方
当
事
者
に
有
利
な
条
件
で
取
引
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る100

）。

こ
れ
に
対
し
、

負
担
間
の
均
衡
」
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
に
視
野
を
広
げ
て
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
の
損
失
が
補
償
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
グ
ル
ー
プ
内
に
存
在
す
る
役
割
分
担
に
よ
っ
て
、
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
の
損
失
が
、
当

該
会
社
の
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
全
体
に
振
り
分
け
ら
れ
れ
ば
、
損
失
が
補
償
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
る101

）。

第
三
の
見
解
も
、

代
償
の
存
在
」
と
「
負
担
間
の
均
衡
」
は
い
ず
れ
か
の
み
が
充
足
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
す
る
。
そ
し
て
、

代
償
の
存

在
」
が
当
該
取
引
に
直
接
関
係
す
る
利
益
に
よ
り
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
の
損
失
が
補
償
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
う
の
に
対
し
て
、

負
担
間
の
均
衡
」
は
、

関
係
す
る
会
社
（d

iv
erses so

cietes co
n
cern

ees
）」
の
枠
内
で
、
当
該
取
引
と
は
直
接
関
係
の
な
い
利
益
に

よ
る
補
償
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る102

）。
こ
こ
で
、
関
係
す
る
会
社
と
は
、
取
引
当
事
者
の
ほ
か
、
当
該
取
引
に
間
接
的
に
関
与
す
る

（in
terv

en
ir

）
会
社
も
含
む
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
内
の
Ａ
会
社
と
Ｂ
会
社
と
の
間
で
、
会
社
財
産
の
濫
用
に
該
当
し
う
る
取
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引
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
取
引
の
み
に
着
目
す
れ
ば
、
Ｂ
社
の
み
が
利
益
を
得
、
Ａ
社
が
一
方
的
に
不
利
益
を
被
る
取
引
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
Ａ
の
損
失
を
補
う
だ
け
の
利
益
を
Ａ
が
グ
ル
ー
プ
内
の
別
の
会
社
（
特
に
親
会
社
）
か
ら
得
て
い
る
場
合
の
よ
う
に
、

グ
ル
ー
プ
内
で
の
利
益
の
循
環
に
よ
っ
て
Ａ
社
の
損
失
が
補
償
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

負
担
間
の
均
衡
」
が
充
足
さ
れ
て
い
る
と
評
価

で
き
る
と
す
る103

）。
さ
ら
に
、
こ
の
立
場
の
中
に
は
、
負
担
間
の
均
衡
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
グ
ル
ー
プ
内
部
で
の
当
該
会
社
の
役
割

を
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る104

）。
こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
内
の
会
社
に
融
資
を
す
る
役
割
を
担
う
会
社

が
、
グ
ル
ー
プ
政
策
を
実
行
す
る
役
割
を
担
う
会
社
に
、
有
利
な
利
息
で
金
銭
の
貸
付
を
行
う
場
合
に
は
、
行
為
の
正
当
性
が
認
め
ら
れ
易

く
な
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
見
解
は
、
い
ず
れ
も
、
企
業
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
損
失
の
補
償
を
認
め
て
い

る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る105

）。
第
一
の
見
解
は
、

代
償
」
の
概
念
を
広
く
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ナ
ジ
ー
に
よ
る
補
償
を
認
め
る
。

第
二
の
見
解
は
、

負
担
間
の
均
衡
」
の
概
念
に
お
い
て
こ
れ
を
認
め
る
。
第
三
の
見
解
は
、

負
担
間
の
均
衡
」
は
、

取
引
に
関
係
す
る

会
社
」
の
枠
内
で
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
取
引
と
は
直
接
関
係
し
な
い
利
益
に
よ
る
補
償
を
考
慮
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、

取
引
に

関
係
す
る
会
社
」
を
広
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
シ
ナ
ジ
ー
を
も
考
慮
に
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

５

負
担
を
受
け
る
会
社
の
財
政
能
力
を
超
え
な
い
こ
と

R
o
zen

b
lu
m

判
決
は
、
最
後
に
、
当
該
取
引
が
、
負
担
を
引
き
受
け
る
会
社
の
財
政
能
力
を
超
え
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
。
学
説
に
よ

る
と
、
会
社
財
産
の
濫
用
に
該
当
し
う
る
行
為
が
、
結
果
と
し
て
、
会
社
の
財
政
能
力
を
超
え
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
取
引
が
完
結
し
た

時
点
で
会
社
の
財
政
能
力
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る106

）。

グ
ル
ー
プ
」
の
存
在
と
い
う
正
当
化
事
由
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
個
別
の
会
社
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
な
く
、
グ

ル
ー
プ
内
の
会
社
の
利
益
を
柔
軟
に
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
経
営
の
現
実
に
配
慮
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る107

）。
し
か
し
、
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負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
の
財
政
能
力
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
財
政
支
援
は
、
古
典
的
に
定
義
さ
れ
る
会
社
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
よ

り
柔
軟
に
理
解
さ
れ
る
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
会
社
の
利
益
に
鑑
み
て
も
、
そ
の
会
社
の
利
益
に
反
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る108

）。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
危
険
な
状
態
に
置
か
れ
た
会
社
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
会
社
財
産
濫
用
罪
に
よ
る
規
制

が
復
活
す
る
の
で
あ
る
。

６

三
要
件
の
関
係

R
o
zen

b
lu
m

判
決
が
示
す
三
要
件
は
、

か
つ
（et

）」
と
い
う
接
続
詞
で
接
続
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
三
つ
す
べ
て
が
充
た
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
を
欠
け
ば
当
該
行
為
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る109

）。
多
く
の
判
例
が
、
①
〜
③
の
う
ち
複

数
や
全
体
を
同
時
に
考
慮
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
の
間
に
は
相
互
依
存
性
が
認
め
ら
れ
、
第
一
の
要
件
の
充
足
は
、
次
の
要

件
の
充
足
を
認
め
る
こ
と
を
容
易
に
す
る110

）。

四

R
o
zen

b
lu
m

原
則
の
特
徴

R
o
zen

b
lu
m

原
則
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
会
社
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
完
全
な
法
人
格
と
自
治
権
を
有
す
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
な

考
え
方
を
維
持
し
た
上
で
、
グ
ル
ー
プ
内
取
引
の
現
実
に
配
慮
し
よ
う
と
す
る
点
で
あ
る
。R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、

企
業
グ
ル
ー
プ
」
の

存
在
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
政
策
に
従
っ
た
取
締
役
の
責
任
を
す
べ
て
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
政
策
に
つ
き
各
会
社
の

取
締
役
会
・
株
主
総
会
の
承
認
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
代
償
の
存
在
・
負
担
間
の
均
衡
の
維
持
と
い
う
要
件
に
よ
り
個
別
会
社
の
不
利
益

が
補
償
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
、
こ
れ
に
よ
り
個
別
会
社
の
利
益
と
の
調
整
を
図
る
。
ま
た
、
負
担
を
引
き
受
け
る
会
社
の
財
政
能
力
を
超

え
る
会
社
財
産
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
内
取
引
と
い
え
ど
も
、
正
当
化
事
由
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
し
、
グ
ル
ー
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プ
全
体
の
利
益
の
優
先
の
限
界
を
示
す
。
こ
の
点
に
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
も
依
然
と
し
て
法
人
格
を
有
す
る
と
の
考
え
方
が
よ
く
表
わ
れ

て
い
る
。

第
二
に
、
主
要
な
学
説
に
よ
る
と
、
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
が
被
っ
た
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
、
取
引
の
対
価
に
当
た
る
も
の
は
必
ず

し
も
必
要
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
自
体
か
ら
生
ず
る
利
益
に
よ
る
補
償
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
損
失
と

同
額
の
個
別
の
補
償
を
要
求
し
な
い
点
に
、
グ
ル
ー
プ
内
取
引
の
現
実
へ
の
配
慮
が
う
か
が
え
る
。

第
三
に
、
刑
事
責
任
の
否
定
の
基
礎
と
な
る
「
企
業
グ
ル
ー
プ
」
の
存
在
を
、
商
法
上
の
親
子
会
社
関
係
・
支
配
従
属
関
係
の
要
件
と
は

異
な
っ
た
独
自
の
観
点
か
ら
判
断
す
る
点
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
商
法
は
、
主
に
情
報
開
示
に
関
し
て
、

子
会
社
（filia

le

）」、

参
加

（p
a
rticip

a
tio
n

）」、
お
よ
び
、

支
配
（co

n
tro
le

）」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
親
子
会
社
関
係
・
支
配
従
属
関
係
を
と
ら
え
た
規
整
を
行
う

が
、
そ
こ
で
は
、
株
式
・
持
分
保
有
関
係
を
基
礎
と
し
て
こ
れ
ら
の
概
念
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
（
商
法
Ｌ
二
三
三
｜
一
条
、
Ｌ
二
三
三

｜
二
条
、
Ｌ
二
三
三
｜
一
六
条111

））。
商
法
上
の
親
子
関
係
・
支
配
従
属
関
係
の
要
件
が
充
た
さ
れ
る
場
合
、
刑
事
判
決
が
要
求
す
る
「
財
政

上
の
関
係
」
は
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
当
該
会
社
間
に
、
例
え
ば
「
活
動
の
相
補
性
」
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
に

よ
る
正
当
化
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
個
別
会
社
が
被
っ
た
損
失
を
グ
ル
ー
プ
に
帰

属
す
る
こ
と
自
体
か
ら
の
利
益
に
よ
っ
て
補
償
す
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
集
団
形
成
に
よ
っ
て
集
団
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社

に
利
益
が
生
ず
る
よ
う
な
基
礎
を
も
っ
た
「
グ
ル
ー
プ
」
の
み
を
正
当
化
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
の
も
と
で
個
別

会
社
の
利
益
が
不
当
に
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
配
慮
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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第
五
節

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
刑
事
法
の
位
置
づ
け

本
稿
は
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
の
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
義
務
と
民
事
責
任
の
評
価
を
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
を
考
慮
し
て
行
動
す

る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
実
務
に
ど
の
よ
う
に
適
合
さ
せ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
取
締
役
の
義
務
・
責
任
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
を
中
心
と
し
た
議
論
が
展

開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
会
社
財
産
濫
用
罪
と
い
う
取
締
役
の
刑
事
責
任
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

R
o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
刑
事
法
の
謙
抑
性
か
ら
違
法
と
さ
れ
る
行
為
の
範
囲
を
狭
く
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
日
本
法

の
取
締
役
の
民
事
責
任
の
要
件
と
し
て
そ
の
ま
ま
の
形
で
参
考
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る112

）。

私
人
間
の
経
済
的
関
係
に
刑
法
が
介
入
す
る
こ
と
に
慎
重
で
あ
る
日
本
法
に
対
し
て113

）、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
一
七
世
紀
以
来
、
国
が
企
業
に

介
入
す
る
こ
と
に
対
し
て
抵
抗
が
少
な
い
と
い
う
伝
統
を
有
し
て
い
る114

）。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
法
府
は
、
民
事
制
裁
に
対
す
る
信
頼
が

薄
い
一
方
で115

）、
刑
事
制
裁
へ
の
信
頼
が
厚
く
、
企
業
関
係
の
規
制
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
刑
法
に
依
拠
す
る
と
い
う
考
え
方
を
採
っ
て
い

る116
）。

こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、
会
社
法
の
分
野
で
も
、
会
社
経
営
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
刑
事
制
裁
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が

フ
ラ
ン
ス
法
の
特
徴
で
あ
り117

）、
商
法
に
規
定
さ
れ
る
刑
事
制
裁
の
数
は
一
四
〇
に
も
上
る118

）。
日
本
に
お
い
て
は
取
引
の
効
力
の
否
定
や
取
締

役
の
責
任
な
ど
に
よ
っ
て
民
事
レ
ベ
ル
で
解
決
し
て
い
る
事
項
を
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
刑
事
的
制
裁
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

例
え
ば
、
会
社
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
行
為
を
防
止
す
る
主
要
な
役
割
を
担
う
の
は
、
日
本
法
に
お
い

て
は
、
取
締
役
の
忠
実
義
務
（
会
社
法
三
五
五
条
）、
利
益
相
反
取
引
規
整
（
会
社
法
三
五
六
条
・
三
六
五
条
）
と
会
社
に
対
す
る
取
締
役

の
民
事
責
任
（
会
社
法
四
二
三
条
）
で
あ
り
、
重
大
な
背
信
が
あ
る
場
合
に
の
み
特
別
背
任
罪
（
会
社
法
九
六
〇
条
）
が
問
題
と
な
る
。
こ

れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
会
社
財
産
濫
用
罪
（
フ
ラ
ン
ス
商
法
Ｌ
二
四
二
｜
六
条
三
号
）
の
要
件
は
日
本
の
特
別
背
任
罪
よ

り
も
緩
や
か
に
解
さ
れ
、
利
益
相
反
取
引
規
整
の
ほ
か
に
、
会
社
財
産
濫
用
罪
の
規
制
が
上
記
の
行
為
の
防
止
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
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る119
）。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
の
会
社
の
救
済
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
会
社
財
産
濫
用
罪
を
犯
し
た
取
締
役
を
訴
追
す

る
公
訴
へ
の
附
帯
私
訴
に
よ
る
こ
と
も
多
い
。

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
事
法
の
位
置
づ
け
・
刑
事
法
に
対
す
る
認
識
は
、
日
本
法
に
お
け
る
そ
れ
と
は
か
な
り
異
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
第
六
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
取
締
役
の
民
事
責
任
の
解
釈
に
も
転
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
す
る

学
説
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
を
前
提
と
す
る
と
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
が
刑
事
制
裁
に
つ
い
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
、
日
本
法
の
取
締
役
の
民
事
責
任
の
理
解
の
た
め
に
参
照
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

第
六
節

R
o
zen

b
lu
m

原
則
の
民
事
法
に
対
す
る
影
響

一

取
締
役
の
民
事
責
任

１

序
説

R
o
zen

b
lu
m

判
決
は
、
会
社
財
産
の
濫
用
に
よ
る
刑
事
責
任
と
の
関
係
で
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
取
締
役
の
グ
ル
ー
プ
利
益
追
求
行
為

に
つ
い
て
経
済
的
正
当
性
に
よ
る
判
断
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
原
則
が
充
た
さ
れ
た
場
合
に
、
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
な

ど
の
民
事
責
任
ま
で
が
否
定
さ
れ
る
の
か
否
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

取
締
役
は
、
株
式
会
社
に
適
用
さ
れ
る
法
令
、
も
し
く
は
定
款
の
違
反
、
ま
た
は
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
（fa

u
te d

e g
estio

n

）
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
会
社
ま
た
は
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
（
商
法
Ｌ
二
二
五
｜
二
五
一
条
一
項
）。
会
社
財
産
濫
用
罪
は
、
商
法
Ｌ

二
四
二
｜
六
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
株
式
会
社
に
適
用
さ
れ
る
法
令
」
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件
が

充
足
さ
れ
れ
ば
正
当
化
事
由
が
認
め
ら
れ
、
商
法
Ｌ
二
四
二
｜
六
条
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
か
ら
、
同
条
に
違
反
す
る
こ
と
に
基
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づ
く
民
事
責
任
は
発
生
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
は
、
取
締
役
が
故
意
に
会
社
に
損
害
を
与
え
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
の
ほ
か
、
取
締
役
の
行
為
に
、
軽
率

（im
p
ru
d
en
ce

）
ま
た
は
怠
慢
（n

eg
lig
en
ce

）
が
あ
る
場
合
に
も
認
め
ら
れ
る120

）。R
o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件
の
充
足
に
よ
り
、
業
務
執
行

上
の
フ
ォ
ー
ト
に
基
づ
く
取
締
役
の
民
事
責
任
が
否
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
を
要
す

る
。
第
一
に
、
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
と
刑
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
が
同
一
で
あ
る
か
ど
う
か
、
お
よ
び
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
判
決
が
民
事

責
任
の
追
及
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
刑
事
裁
判
に
お
い
て
無
罪
判
決
が
確
定
し
た
こ
と
が
、
民
事
責

任
の
追
及
の
可
否
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
し
て
、
民
事
責
任
を
追
及
す
る
場
面
で
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件
の
充
足
が
取
締
役
の

民
事
責
任
に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

２

刑
事
判
決
と
の
関
係

R
o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件
の
充
足
は
正
当
化
事
由
で
あ
り
、
刑
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
と
は
両
立
し
な
い
。
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
が
、

刑
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件
が
充
足
さ
れ
た
場
合
に
は
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト

も
な
い
こ
と
に
な
り
、
取
締
役
の
民
事
責
任
が
発
生
し
な
い
こ
と
と
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟
法
は
、
犯
罪
に
直
接
（d

irectem
en
t

）
起
因
す
る
損
害
を
自
ら
（p

erso
n
ellem

en
t)

被
っ
た
者
は
、
そ
の
犯

罪
に
よ
り
被
っ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
私
訴
権
（a

ctio
n
 
civ
ile

）
を
有
し
（
二
条
）、
そ
の
私
訴
権
を
、
公
訴
と
同
時
に
刑
事
裁
判

所
に
お
い
て
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
三
条
（
附
帯
私
訴
制
度
））。
取
締
役
が
会
社
財
産
濫
用
罪
を
犯
し
た
場
合
、
そ
れ
に
よ
り
損

害
を
被
っ
た
会
社
は
、
刑
事
責
任
が
追
及
さ
れ
る
訴
訟
と
同
時
に
刑
事
裁
判
所
に
お
い
て
取
締
役
の
民
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き

る121
）。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
会
社
の
権
利
を
株
主
が
行
使
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（a

ctio
n
 
so
cia
le u

t sin
gu
li

、
商
法
Ｌ
二
二
五
｜
二

五
二
条
、
Ｒ
二
二
六
｜
一
六
九
条
一
項122

））。
刑
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
と
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
が
同
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
私
訴
制
度
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を
利
用
し
て
刑
事
裁
判
所
に
お
い
て
会
社
財
産
を
利
用
し
た
取
締
役
の
民
事
責
任
が
追
及
さ
れ
る
場
合
に
は
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件

が
充
足
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
取
締
役
の
民
事
責
任
の
追
及
の
可
否
に
も
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
刑
事
訴
訟
法
に
よ
る
と
、

別
訴
で
提
起
さ
れ
た
私
訴
は
公
訴
確
定
判
決
ま
で
延
期
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
（
四
条
）、
刑
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
と
業
務
執
行
上
の

フ
ォ
ー
ト
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
当
該
取
締
役
の
民
事
責
任
を
追
及
す
る
私
訴
が
民
事
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
る
場
合
に
も
、R

o
zen

b
lu
m

原

則
の
要
件
の
充
足
に
よ
る
無
罪
判
決
の
既
判
力
に
よ
り
、
民
事
責
任
の
追
及
は
不
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る123

）。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
近
時
、
刑
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
と
民
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
の
関
係
に
つ
き
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
参

考
と
な
り
う
る124

）。
学
説
に
お
い
て
は
、
刑
事
制
裁
と
民
事
制
裁
の
目
的
の
相
違
か
ら
、
刑
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
と
民
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
と
は
異

な
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
が
多
数
を
占
め
る125

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
判
例
は
、
伝
統
的
に
、
民
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
と
刑
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
は

同
一
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
き
た126

）。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
判
例
の
立
場
を
前
提
と
す
る
と
、
刑
事
裁
判
所
が
刑
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
の
不

存
在
を
認
定
し
た
場
合
、
被
害
者
は
、
す
べ
て
の
賠
償
の
可
能
性
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
刑
事
裁
判
官

が
、
民
事
賠
償
の
余
地
を
残
す
と
い
う
目
的
の
た
め
だ
け
に
、
取
る
に
足
ら
な
い
フ
ォ
ー
ト
を
根
拠
に
有
罪
判
決
を
下
す
な
ど
の
問
題
が
生

じ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
〇
年
の
刑
事
訴
訟
法
改
正
に
よ
り
、
刑
法
上
の
過
失
犯
規
定
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
ト
が
な
い
場
合
で
も
、
民
法
一
三

八
三
条
に
規
定
さ
れ
る
民
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
の
存
在
が
証
明
さ
れ
る
場
合
に
は
、
同
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
得
る
た
め
に
民
事
裁
判
所
に

お
い
て
私
訴
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
、
刑
事
訴
訟
法
四

一
条
が
追
加
さ
れ
た
。

こ
の
規
定
が
示
す
考
え
方
を
前
提
と
す
る
と
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
内
の
他
社
の
利
益
の
た
め
に
会
社
財
産
を
利
用

し
た
取
締
役
が
、
刑
事
裁
判
所
に
お
い
て
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件
の
充
足
が
認
め
ら
れ
、
無
罪
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
こ
と
は
、

少
な
く
と
も
、
民
事
裁
判
所
に
お
い
て
争
わ
れ
る
当
該
取
締
役
の
民
事
責
任
の
成
立
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
刑

事
訴
訟
法
四

一
条
は
、
フ
ォ
ー
ト
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
無
罪
判
決
と
不
法
行
為
に
関
す
る
民
法
一
三
八
三
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償

請
求
の
可
否
と
の
関
係
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
規
定
が
、
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
に
基
づ
く
取
締
役
に
対
す
る
損
害
賠
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償
請
求
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
こ
の
規
定
は
、
民
事
裁
判
所
へ
の
私
訴
権
の
行
使
に
つ
い
て
規
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
刑
事
裁
判
所
に
対
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
様
々
な
解
釈
が
見
ら
れ
る127

）。

３

R
o
zen

b
lu
m

原
則
の
民
事
責
任
へ
の
転
用
の
可
否

以
上
の
よ
う
に
、
無
罪
判
決
の
確
定
が
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
に
基
づ
く
取
締
役
の
民
事
責
任
の
追
及
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
ど
う
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
学
説
、
お
よ
び
近
時
の
刑
事
訴
訟
法
の
改
正
の
動
向
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
無
罪
判
決
が
確
定
し
た
場
合
で

も
、
そ
れ
と
は
別
に
取
締
役
の
民
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
を
認
め
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
傾
向
を
前
提
と

す
る
と
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件
の
充
足
が
、
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
に
基
づ
く
取
締
役
の
民
事
責
任
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

（
１
）
学
説

フ
ラ
ン
ス
の
有
力
な
研
究
者
に
よ
る
と
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
に
基
づ
く
民
事
責
任
に
も
転
用
可
能
で
あ
り
、

R
o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
場
合
の
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
が
個
別
の
会
社
の
利
益
に
優
先
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
場
合
、
取
締
役
は
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る128

）。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
研
究
者
に
も
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件
が

充
足
さ
れ
た
場
合
、
刑
事
責
任
だ
け
で
な
く
、
取
締
役
の
損
害
賠
償
責
任
も
否
定
さ
れ
る
と
す
る
も
の
や129

）、R
o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
取
締

役
に
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
解
釈
の
基
準
と
な
る
と
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る130

）。
以
上
の
見
解
が
、
刑
法
上
の

フ
ォ
ー
ト
と
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
を
同
一
に
解
す
る
た
め
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件
の
充
足
が
民
事
責
任
を
も
排
除
す
る
と
考
え

る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
両
者
を
区
別
す
る
がR

o
zen

b
lu
m

原
則
の
転
用
は
可
能
と
考
え
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
２
）
破
毀
院
商
事
部
等
の
立
場

R
o
zen

b
lu
m

原
則
を
採
用
す
る
破
毀
院
商
事
部
判
決
は
み
ら
れ
な
い
が
、
労
働
事
件
を
扱
う
社
会
部
の
判
決
に
は
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
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と
類
似
し
た
思
想
を
示
す
も
の
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
産
清
算
（liq

u
id
a
tio
n
 
d
e b

ien

）
を
行
う
会
社
が
そ
の
従
業
員
を
解
雇
す

る
際
、
従
業
員
が
、
当
該
会
社
と
会
社
の
指
揮
者
で
あ
る
親
会
社
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
例
を
扱
っ
た
、
一
九
九
〇
年
四
月
三
日
破
毀

院
社
会
部
判
決
で
あ
る131

）。
こ
の
事
件
で
は
、
親
会
社
が
指
揮
者
た
る
地
位
を
濫
用
し
、
子
会
社
に
過
剰
な
財
政
負
担
を
課
す
支
払
猶
予

（m
o
ra
to
ire

）
の
交
渉
を
し
、
そ
れ
に
よ
り
子
会
社
が
支
払
停
止
（cessa
tio
n
 
d
es p

a
iem

en
ts

）
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
子
会
社

が
清
算
に
陥
っ
た
の
で
あ
り
、
親
会
社
は
業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
て
い
る
と
し
て
、
親
会
社
の
責
任
が
追
及
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
破
毀
院
社
会
部
は
、
親
会
社
と
子
会
社
が
し
た
支
払
猶
予
の
合
意
は
、
子
会
社
の
生
産
を
中
止
さ
せ
ず
、
従
業
員
の
雇
用
を
継
続
す
る

た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
子
会
社
が
負
担
し
た
費
用
は
、
不
当
な
搾
取
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
増
資
に
よ
り

補
填
さ
れ
た
た
め
、
親
会
社
は
子
会
社
に
対
し
そ
の
地
位
を
濫
用
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
フ
ォ
ー
ト
を
犯
し
て
い
な
い
と
し
た
。
こ
の

判
決
の
評
釈
者
は
、
経
営
に
お
け
る
様
々
な
行
為
の
重
な
り
合
い
を
考
慮
す
る
と
、
本
件
の
取
引
の
よ
う
に
、
一
時
的
に
は
会
社
に
損
失
が

生
ず
る
が
、
そ
の
後
の
利
益
に
よ
り
相
殺
さ
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
起
こ
る
が
、
本
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
し
、
会
社
の
指
揮

者
の
責
任
を
、
包
括
的
に
（g

lo
b
a
lem

en
t

）
評
価
し
て
お
り
、
そ
の
判
断
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
間
の
財
政
支
援
等
が
グ
ル
ー
プ
全
体
の
政

策
に
基
づ
く
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
るR

o
zen

b
lu
m

原
則
に
賛
成
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
と
理
解
す
る132

）。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
部
の
立
場
は
、
今
後
、
商
事
部
が
、
個
別
の
会
社
を
犠
牲
に
し
グ
ル
ー
プ
利
益
を
追
求

し
た
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
す
る
訴
訟
を
扱
う
際
、
そ
の
考
え
方
に
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
評
価
す
る133

）。

ま
た
、
商
事
部
が
、
仮
取
締
役
（a

d
m
in
istra

teu
r p

ro
v
iso
ire

）
の
職
務
範
囲
の
決
定
に
つ
い
て
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
存
在
を
前
提
と

す
る
判
決
を
下
し
た
こ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。
会
社
が
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
問
題
が
解
決
さ
れ
る
ま
で
通
常
の

経
営
機
関
と
同
じ
任
務
を
負
う
仮
取
締
役
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
事
訴
訟
法
八
七
三
条
参
照134

））。
仮
取
締
役
が
選
任
さ
れ
る
状
況

と
し
て
は
、
元
来
、
会
社
の
経
営
機
関
が
欠
缺
し
て
い
る
場
合
が
典
型
例
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
会
社
の
多
数
派
と
少
数
派
の
衝
突
を
解

決
す
る
た
め
に
仮
取
締
役
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仮
取
締
役
の
職
務
は
、
仮
取
締
役
と
し
て
選
任
さ
れ
た

（77-３- ）30 472

論 説



会
社
に
お
け
る
経
営
機
関
と
し
て
の
任
務
お
よ
び
対
立
当
事
者
間
の
調
停
者
と
し
て
の
任
務
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
五
年

二
月
五
日
破
毀
院
商
事
部
判
決135

）は
、
請
求
者
が
株
主
で
あ
る
会
社
が
他
の
八
社
と
と
も
に
企
業
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮

し
、
当
該
会
社
の
機
関
の
欠
如
は
グ
ル
ー
プ
内
の
他
社
の
利
益
を
も
脅
か
す
と
し
て
、
選
任
さ
れ
た
仮
取
締
役
の
職
務
範
囲
を
グ
ル
ー
プ
内

の
他
の
会
社
に
も
拡
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
判
示
か
ら
、
商
事
部
も
、R
o
zen

b
lu
m

原
則
の
考
え
方
を
受
け
入
れ
る
素
地
を
有
し
て
い
る

と
と
ら
え
ら
れ
て
き
た136

）。
さ
ら
に
、
そ
の
後
も
、
例
え
ば
、
子
会
社
に
損
害
を
与
え
た
子
会
社
取
締
役
の
責
任
を
、
親
会
社
株
主
が
追
及
す

る
こ
と
を
認
め
る
判
決
等137

）、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
存
在
に
配
慮
す
る
商
事
部
判
決
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
次
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
商
事
部

が
、
利
益
相
反
取
引
規
整
の
適
用
範
囲
を
判
断
す
る
際
、R
o
zen

b
lu
m

原
則
と
共
通
す
る
考
え
方
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。

二

利
益
相
反
取
引
規
整
の
適
用
範
囲
の
判
断
へ
の
影
響

一
九
九
六
年
四
月
九
日
破
毀
院
商
事
部
判
決138

）は
、
利
益
相
反
取
引
規
整
の
適
用
範
囲
を
判
断
す
る
に
際
し
て
、R

o
zen

b
lu
m

判
決
と
類

似
し
た
考
え
方
を
示
す
。

会
社
と
、
そ
の
取
締
役
が
所
有
者
、
無
限
責
任
社
員
、

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｌ
の
）
業
務
執
行
者
、

株
式
会
社
の
）
取
締
役
、
ま
た
は
監
査
役
会
の

構
成
員
で
あ
る
企
業
と
の
間
の
取
引
や
、
会
社
の
議
決
権
の
一
〇
％
超
を
保
有
す
る
株
主
、
ま
た
は
会
社
を
「
支
配
」

商
法
Ｌ
二
二
三

｜
三
条
）
す
る
会
社
で
あ
る
株
主
と
、
会
社
と
の
取
引
は
、
取
締
役
・
会
社
間
の
取
引
と
同
じ
規
制
に
服
す
る
（
同
Ｌ
二
二
五
｜
三
八
条
）。

こ
の
利
益
相
反
取
引
規
整
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
七
節
一
を
参
照
）
に
お
い
て
は
、
事
前
に
取
締
役
会
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

（
同
Ｌ
二
二
五
｜
三
八
条
一
項
）、
取
締
役
会
の
事
前
の
承
認
な
し
に
な
さ
れ
た
取
引
は
、
当
該
取
引
が
会
社
に
損
害
を
与
え
る
も
の
で
あ
る

場
合
、
取
り
消
し
う
る
（
同
Ｌ
二
二
五
｜
四
二
条
一
項
）。
ま
た
、
取
締
役
の
責
任
追
及
も
可
能
で
あ
る
（
同
Ｌ
二
二
五
｜
二
五
一
条
）。
当

該
取
引
は
、
株
主
総
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
二
項
）。
株
主
総
会
の
承
認
を
欠
く
取
引
は
、
詐
欺
（fra

u
d
e

）
に
よ
り
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無
効
と
さ
れ
な
い
限
り
、
第
三
者
に
対
し
て
は
効
力
を
生
ず
る
。
株
主
総
会
の
承
認
を
欠
く
取
引
に
よ
っ
て
会
社
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
当
該
取
引
に
利
害
関
係
を
有
す
る
者
、
お
よ
び
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
取
締
役
会
の
他
の
構
成
員
は
責
任
を
負
う
（
同
Ｌ
二
二
五
｜
四

一
条
）。
た
だ
し
、
日
常
の
取
引
（o

p
era

tio
n
s co

u
ra
n
ts

）
に
関
し
て
、
通
例
的
な
条
件
（co

n
d
itio

n
s n
o
rm
a
les

）
に
お
い
て
な
さ
れ

る
契
約
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
に
よ
る
承
認
と
株
主
総
会
に
よ
る
承
認
は
不
要
と
さ
れ
る
（
同
Ｌ
二
二
五
｜
三
九
条
一
項
）。

一
九
九
六
年
四
月
九
日
破
毀
院
商
事
部
の
事
件
で
は
、
取
締
役
等
が
利
害
関
係
を
有
す
る
会
社
間
の
契
約
が
「
通
例
的
な
条
件
」
で
締
結

さ
れ
た
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
。

こ
の
事
件
に
お
い
て
は
、
建
設
会
社
で
あ
る
Ａ
会
社
と
、
Ｂ
会
社
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
、
Ａ
が
Ｂ
の
た
め
に
建
物
を
建
設
す
る
契
約
が

問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
建
物
の
建
築
が
完
了
し
た
後
、
Ａ
社
は
、
Ｂ
社
に
当
該
建
物
を
Ｂ
社
の
本
社
と
し
て
賃
貸
し
て
い
た
。
Ｂ
社
の
取
締

役
Ｐ
と
副
社
長
（d

irecteu
r g
en
era

l
）
Ｑ
は
、
Ａ
社
の
社
員
で
あ
り
、
Ｂ
社
の
取
締
役
Ｒ
と
Ｑ
が
設
立
し
た
Ｃ
会
社
も
Ａ
社
の
社
員
で
あ

り
、
Ａ
社
と
Ｂ
社
は
小
規
模
な
会
社
集
団
を
形
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
取
締
役
や
副
社
長
が
利
害
関
係
を
有
す
る
取
引
は
、
利
益
相
反
取

引
規
整
の
適
用
対
象
と
な
る
と
こ
ろ
（
商
法
Ｌ
二
二
五
｜
三
八
条
）、
前
記
契
約
は
Ｂ
社
の
取
締
役
と
副
社
長
が
利
害
関
係
を
有
す
る
Ａ
社

と
の
取
引
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
社
の
取
締
役
会
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
Ｂ
社
に
損
害
を
も
た
ら
し
う
る
も
の
で
あ

る
と
し
て
、
Ｂ
社
は
、
取
締
役
会
の
承
認
を
要
請
し
な
か
っ
た
と
い
う
フ
ォ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
Ｐ
お
よ
び
Ｑ
に
対
し
、
ま
た
、
Ａ

社
に
対
し
て
も
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
当
該
取
引
は
「
日
常
の
取
引
に
関
し
て
、
通
例
的
な
条
件
」
で
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
利
益
相
反
取
引
規
整
の
適
用
対
象
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。

日
常
の
取
引
」
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
両
当
事
者
に
お
い
て
争
い
は
な
か
っ
た
が
、

通
例
的
な
条
件
」
で
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
社
か
ら
異
議
が

唱
え
ら
れ
た
。
控
訴
院
は
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
建
築
の
対
価
が
、
他
の
同
様
の
建
築
に
関
す
る
取
引
に
お
け
る
通
例
的
な

対
価
に
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｂ
社
に
不
利
で
あ
り
、
Ａ
社
に
の
み
利
益
を
も
た
ら
す
条
件
で
取
引
が
な
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
Ｂ
社
が
、
当
該
建
物
の
賃
料
に
つ
い
て
優
遇
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
Ｂ
社
が
、
Ａ
社
と
の
別
の
取
引
に
お
い
て
利
益
を
得
て
い
な
い
か
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ど
う
か
が
検
討
さ
れ
た
が
、
別
の
取
引
か
ら
の
利
益
も
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
本
件
契
約
は
、

通
例
的
な
条
件
」
で
締
結
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
と
し
て
、
被
告
の
責
任
を
認
め
た
。
破
毀
院
も
、
こ
の
控
訴
院
の
判
断
を
承
認
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
判
決
は
、
当
該
取
引
だ
け
を
見
れ
ば
、
一
方
の
会
社
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
取
引
で
あ
っ
て
も
、
別
の
取
引
に
お

け
る
有
利
な
扱
い
に
よ
り
、
そ
の
不
利
益
が
補
償
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
取
引
は
通
例
的
な
条
件
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
利

益
相
反
取
引
規
整
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
会
社
集
団
内
の
特
定
の
会
社
に
不
利
益
を
与
え
る
取
引
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

不
利
益
が
補
償
さ
れ
る
場
合
に
は
、
規
制
を
及
ぼ
さ
な
い
点
で
、R

o
zen

b
lu
m

判
決
の
考
え
方
と
類
似
す
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る139

）。

三

取
引
の
効
力

二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
三
日
破
毀
院
商
事
部
判
決
に
よ
る
と
、
会
社
財
産
濫
用
罪
を
犯
し
て
な
さ
れ
た
取
引
は
、
違
法
な
原
因
に
基
づ
く

も
の
と
し
て
、
無
効
と
な
る140

）。
し
た
が
っ
て
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
要
件
を
充
足
す
る
か
ど
う
か
は
、
グ
ル
ー
プ
内
取
引
の
効
力
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

四

Ｅ
Ｕ
法

前
述
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
は
取
締
役
の
民
事
責
任
の
問
題
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で
、
グ
ル
ー
プ
利
益
を
志
向
す
る
行
為
の

正
当
性
を
法
的
に
承
認
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
を
基
礎
と
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

R
o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
は
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
取
締
役
の
民
事
責
任
の
捉
え
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
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第
七
節

グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
の
株
主
の
保
護

R
o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
を
追
求
す
る
実
務
上
の
需
要
と
、
グ
ル
ー
プ
利
益
追
求
行
為
に
よ
り
害
さ
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
会
社
の
株
主
・
債
権
者
の
利
益
の
調
整
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
原
則

は
実
務
上
の
需
要
へ
の
配
慮
に
傾
い
た
原
則
で
あ
り
、
株
主
、
債
権
者
の
保
護
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
法
に
は
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
外
に
も
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
の
株
主
・
債
権
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
が
存
在
し
、
そ
れ
ら

の
制
度
がR

o
zen

b
lu
m

原
則
に
お
け
る
株
主
・
債
権
者
の
保
護
を
補
完
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
子
会
社
の
少
数
株
主
を
保
護
す

る
商
法
上
の
制
度
と
判
例
法
理
を
中
心
に
概
観
し141

）、R
o
zen

b
lu
m

原
則
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

会
社
と
大
株
主
と
の
取
引
に
対
す
る
利
益
相
反
取
引
規
整
の
適
用

取
引
当
事
者
で
あ
る
会
社
の
一
方
が
、
他
方
の
会
社
の
株
式
・
持
分
の
多
く
を
保
有
し
、
両
会
社
間
に
支
配
・
従
属
関
係
が
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
支
配
会
社
の
影
響
力
を
背
景
に
、
不
公
正
な
条
件
で
取
引
が
行
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
従
属
会
社
の
損
害
が
回
復
さ
れ
な
い

ま
ま
に
な
る
危
険
が
あ
る
。
一
方
の
会
社
が
他
方
の
株
式
・
持
分
の
多
く
を
保
有
す
る
場
合
に
は
、
支
配
従
属
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
取
引
当
事
者
で
あ
る
会
社
間
に
株
式
・
持
分
を
保
有
す
る
関
係
が
あ
る
こ
と
を
、
責
任
を
否
定
す
る
方
向
に

働
く
要
素
と
し
て
考
慮
す
る
が
、
支
配
・
従
属
会
社
間
の
取
引
に
お
い
て
は
支
配
会
社
に
よ
る
影
響
力
の
行
使
に
よ
り
従
属
会
社
の
利
益
が

害
さ
れ
る
危
険
が
特
に
高
い
こ
と
に
、
特
別
の
配
慮
は
な
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
配
慮
し142

）、
取
締
役
・
会
社
間
の
自
己
取
引
に
係
る
規
整
を
、
会
社
の
議
決
権

の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
超
を
保
有
す
る
株
主
と
会
社
と
の
取
引
、
お
よ
び
、
取
引
の
相
手
方
が
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
商
法
Ｌ
二
三
三
｜
三
条

の
意
味
に
お
い
て
会
社
を
支
配
す
る
株
主
（
本
稿
注

111
）参
照
）
と
の
取
引
に
も
適
用
す
る
（
商
法
Ｌ
二
二
五
｜
三
八
条
一
項143

））。
こ
れ
ら
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の
者
が
、
会
社
の
取
引
に
間
接
的
な
利
害
関
係
を
有
す
る
場
合
に
も
同
じ
規
整
が
適
用
さ
れ
る
（
同
条
二
項
）。
ま
た
、
会
社
と
、
そ
の
会

社
の
副
社
長
、
代
表
執
行
役
、
ま
た
は
取
締
役
の
一
人
が
、
所
有
者
、
無
限
責
任
社
員
、

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｌ
の
）
業
務
執
行
者
、

株
式
会
社
の
）

取
締
役
、
監
査
役
会
の
構
成
員
、
ま
た
は
業
務
執
行
者
で
あ
る
会
社
と
の
取
引
に
も
同
じ
規
整
が
適
用
さ
れ
る
（
同
条
三
項
）。

利
益
相
反
取
引
規
整
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
・
会
社
間
で
取
引
を
行
う
場
合
、
取
締
役
会
の
事
前
の
承
認

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
害
関
係
を
有
す
る
取
締
役
は
、
当
該
取
締
役
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
商
法
Ｌ

二
二
五
｜
三
八
条
一
項
）。
取
締
役
会
の
会
長
は
、
承
認
を
得
た
取
引
全
て
を
、
合
意
の
日
か
ら
一
か
月
以
内
に
会
計
監
査
役
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
Ｌ
二
二
五
｜
四
〇
条
二
項
、
Ｒ
二
二
五
｜
三
〇
条
）。
会
計
監
査
役
は
、
当
該
取
引
に
つ
き
特
別
報
告
書
（ra

p
p
o
rt

 
sp
ecia

l

）
を
作
成
す
る
（
同
Ｌ
二
二
五
｜
四
〇
条
三
項
）。
取
締
役
会
の
承
認
を
得
た
取
引
と
特
別
報
告
書
は
直
近
の
定
時
株
主
総
会
に
提

出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
Ｌ
二
二
五
｜
四
〇
条
三
項
）。

こ
の
特
別
報
告
書
に
は
次
の
よ
う
な
事
項
が
記
載
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
株
主
総
会
の
承
認
を
受
け
る
取
引
の
一
覧
表
、
利
害
関
係
を
有

す
る
取
締
役
、
副
社
長
、
ま
た
は
代
表
執
行
役
の
氏
名
、
議
決
権
の
一
〇
％
超
を
保
有
す
る
利
害
関
係
を
有
す
る
株
主
の
名
称
、
利
害
関
係

を
有
す
る
株
主
が
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
商
法
Ｌ
二
三
三
｜
三
条
の
意
味
に
お
い
て
会
社
を
支
配
す
る
会
社
株
主
の
名
称
、
当
該
取
引
の

性
質
と
目
的
、
当
該
取
引
の
重
要
な
取
決
め
（
特
に
、
代
価
ま
た
は
料
金
、
リ
ベ
ー
ト
お
よ
び
手
数
料
、
支
払
い
期
間
、
利
息
、
担
保
等
）、

当
該
取
引
の
結
果
に
結
び
つ
く
利
害
関
係
を
株
主
が
評
価
す
る
の
に
必
要
な
他
の
す
べ
て
の
情
報
、
引
き
渡
さ
れ
る
目
的
物
ま
た
は
給
付
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
、
で
あ
る
（
商
法
Ｒ
二
二
五
｜
三
一
条
）。
代
価
等
の
情
報
は
、
明
確
で
あ
り
、
か
つ
、
数
値
化
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
代
価
は
通
例
的
で
あ
る
と
か
、
時
価
で
あ
る
と
記
載
す
る
だ
け
で
は
足
り
な
い144

）。

利
害
関
係
を
株
主
が
評
価
す
る
の
に
必

要
な
他
の
す
べ
て
の
情
報
」
に
つ
い
て
は
、
会
計
監
査
役
が
ど
の
よ
う
な
情
報
が
有
益
で
あ
る
か
を
判
断
し
、
た
と
え
ば
、
同
種
の
契
約
に

通
常
は
含
ま
れ
て
い
る
条
項
が
な
い
こ
と
や
一
般
法
に
反
す
る
約
定
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
が
こ
の
よ
う
な
情
報
に
該
当
す
る145

）。

取
引
を
承
認
す
る
株
主
総
会
に
お
い
て
、
利
害
関
係
を
有
す
る
株
主
は
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
定
足
数
の
算
定
の
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対
象
と
も
な
ら
な
い
（
商
法
Ｌ
二
二
五
｜
三
八
条
四
項
）。
株
主
総
会
の
承
認
は
、
当
該
合
意
の
日
か
ら
か
な
り
時
間
が
た
っ
て
か
ら
事
後

的
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め146

）、
取
引
が
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
詐
欺
（fra

u
d
e

）
の
た
め
無
効
と
さ
れ
る
と
き
を
除
き
、

第
三
者
と
の
関
係
に
お
い
て
は
有
効
で
あ
る
（
同
Ｌ
二
二
五
｜
四
一
条
一
条
）。
詐
欺
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
承
認
の
な
い
取
引
に

よ
っ
て
会
社
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
取
引
に
利
害
関
係
を
有
す
る
者
、
お
よ
び
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
取
締
役
会
の
他
の
構
成

員
は
責
任
を
負
う
（
同
条
二
項
）。

取
締
役
会
の
事
前
の
承
認
を
欠
く
取
引
は
、
会
社
に
損
害
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
に
よ
り
無
効
と
宣
言
さ
れ
う
る

（
商
法
Ｌ
二
二
五
｜
四
二
条
一
項
）。
た
だ
し
、
会
計
監
査
役
の
特
別
報
告
書
に
お
い
て
承
認
手
続
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
事
情
を
明
ら
か
に
す

る
場
合
に
は
、
そ
の
報
告
書
を
承
認
す
る
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
無
効
事
由
が
治
癒
さ
れ
る
（
同
条
三
項
）。

日
常
の
取
引
に
関
し
て
、
通
例
的
条
件
に
お
い
て
な
さ
れ
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
に
よ
る
承
認
と
株
主
総
会
に
よ
る
承
認
は
不

要
で
あ
る
が
（
商
法
Ｌ
二
二
五
｜
三
九
条
一
項
）、
当
該
契
約
の
目
的
ま
た
は
財
務
に
対
す
る
影
響
が
当
事
者
に
と
っ
て
重
要
で
な
い
場
合

を
除
い
て
、
当
該
契
約
は
そ
れ
に
利
害
関
係
を
有
す
る
者
に
よ
り
取
締
役
会
の
会
長
に
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
二
項
）。
通

知
義
務
の
対
象
と
な
る
取
引
の
一
覧
お
よ
び
そ
の
目
的
は
、
取
締
役
会
の
会
長
に
よ
っ
て
取
締
役
会
の
他
の
構
成
員
お
よ
び
会
計
監
査
役
に

通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
二
項
）。
こ
の
一
覧
お
よ
び
目
的
は
株
主
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
Ｌ
二
二
五
｜
一
一
五
条

六
号
）。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
大
株
主
・
支
配
会
社
と
の
取
引
に
関
す
る
情
報
が
株
主
に
周
知
さ
れ
、
取
引
が
不
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
株
主
は
、

承
認
を
拒
絶
し
、
大
株
主
・
支
配
会
社
や
従
属
会
社
の
取
締
役
に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る147

）。

二

多
数
決
濫
用
の
法
理

R
o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
取
締
役
の
責
任
を
否
定
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
グ
ル
ー
プ
政
策
の
存
在
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
政
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策
は
関
係
す
る
会
社
の
取
締
役
会
ま
た
は
株
主
総
会
の
承
認
を
得
て
い
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
の
場
合
に
、
利
害
関
係
者
の
議
決
権
が
決

議
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
グ
ル
ー
プ
政
策
を
承
認
す
る
子
会
社
の
株
主
総
会

決
議
か
ら
親
会
社
の
議
決
権
が
利
害
関
係
者
の
議
決
権
と
し
て
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
グ
ル
ー
プ
経
営
を
遂
行
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る

こ
と
か
ら
、
親
会
社
等
の
利
害
関
係
者
の
議
決
権
を
排
除
し
な
い
要
請
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
方
で
、
株
主
総
会
の
決
議
か
ら
親
会

社
の
議
決
権
が
排
除
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
親
会
社
が
子
会
社
株
主
総
会
に
お
い
て
自
己
に
有
利
で
子
会
社
に
不
利
な
政
策
を
決
定
す
る
お

そ
れ
も
生
ず
る
。

フ
ラ
ン
ス
法
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
判
例
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
多
数
決
濫
用
の
法
理
を
用
い
て
、
株
主
総
会
に
お
け
る
正

義
を
貫
徹
し
、
子
会
社
少
数
株
主
の
利
益
の
保
護
を
図
る148

）。
一
九
六
一
年
四
月
一
八
日
破
毀
院
民
事
部
判
決149

）は
、
会
社
全
体
の
利
益
に
反

し
、
か
つ
、
少
数
派
構
成
員
を
犠
牲
に
し
て
多
数
派
構
成
員
を
優
遇
す
る
こ
と
を
唯
一
の
目
的
と
す
る
決
議
が
可
決
さ
れ
た
場
合
、
当
該
株

主
総
会
決
議
に
法
令
定
款
違
反
に
よ
る
無
効
事
由
が
存
在
し
な
い
場
合
に
も
、
裁
判
所
が
無
効
を
宣
言
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
た
。
そ
の
後

の
判
例
・
学
説
も
同
様
の
立
場
を
と
る150

）。
多
数
決
濫
用
決
議
が
な
さ
れ
た
際
の
少
数
株
主
の
救
済
方
法
と
し
て
は
、
第
一
に
、
決
議
の
無
効

を
宣
言
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
決
議
に
よ
っ
て
損
害
を
被
っ
た
株
主
に
そ
の
賠
償
を
認
め
る
こ
と151

）、
第
三
に
、
共
同
利
益
の
追
求
を
本

旨
と
す
る
会
社
が
そ
の
機
能
を
失
っ
た
も
の
と
し
て
、
株
主
の
結
合
の
絆
を
解
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
会
社
を
解
散
す
る
方
法
が
あ
る152

）。
無
効

訴
訟
は
、
少
数
株
主
に
よ
り
提
起
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
会
社
自
身
や
、
会
社
が
損
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
間
接
的
に
損
害
を
被
っ
た

者
に
よ
っ
て
も
提
起
さ
れ
う
る153

）。
少
数
株
主
が
多
数
決
濫
用
の
存
在
を
調
査
す
る
た
め
に
は
、
業
務
鑑
定
人
制
度
（
商
法
Ｌ
二
二
五
｜
二
三

一
条
）
が
利
用
さ
れ
う
る154

）。

子
会
社
の
株
主
総
会
に
お
い
て
、
親
会
社
に
よ
り
、
子
会
社
の
利
益
に
反
し
、
親
会
社
の
利
益
を
図
り
子
会
社
少
数
株
主
を
犠
牲
に
す
る

よ
う
な
内
容
の
グ
ル
ー
プ
政
策
が
承
認
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
決
議
は
多
数
決
濫
用
に
該
当
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
政
策
に

従
っ
た
行
為
に
関
す
る
子
会
社
取
締
役
の
対
会
社
責
任
や
会
社
財
産
濫
用
罪
の
責
任
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
に
、
取
締
役
側
が
総
会
の
承
認
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を
得
た
グ
ル
ー
プ
政
策
の
存
在
を
理
由
にR

o
zen

b
lu
m

原
則
に
よ
り
免
責
さ
れ
る
と
主
張
し
た
と
し
て
も
、
少
数
株
主
側
は
、
グ
ル
ー
プ

政
策
を
承
認
す
る
決
議
が
多
数
決
濫
用
に
該
当
し
、
無
効
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
締
役
の
責
任
の
成
立
に
よ
り
救
済

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る155

）。

第
三
章

ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
・
ド
イ
ツ
の
学
説
の
反
応

第
一
節

ド
イ
ツ
法
と
の
比
較

ド
イ
ツ
法
と
フ
ラ
ン
ス
法
の
相
違
点
と
し
て
ま
ず
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
契
約
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
制
度
の
存
在
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
六
五
年
株
式
法
は
、
支
配
契
約
・
利
益
供
出
契
約
の
締
結
に
よ
っ
て
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
政
策
の
遂
行
を
法
律
上
承
認
す
る
（
株
式
法
二
九

一
条156

））。
支
配
企
業
は
株
式
法
三
〇
〇
条
以
下
に
定
め
ら
れ
る
従
属
会
社
の
株
主
と
債
権
者
の
保
護
措
置
を
遵
守
す
る
の
と
引
き
換
え
に
、

従
属
会
社
を
統
一
的
に
指
揮
す
る
法
的
権
限
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
株
式
法
三
〇
八
条
）。
フ
ラ
ン
ス
法
に
は
こ
の
よ
う
な
制
度
は
存

在
し
な
い
。
支
配
契
約
・
利
益
供
出
契
約
の
締
結
に
は
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
が
要
求
さ
れ
る
（
株
式
法
二
九
三
条
）。R

o
zen

b
lu
m

原

則
も
、
グ
ル
ー
プ
政
策
に
株
主
総
会
ま
た
は
取
締
役
会
の
承
認
を
要
求
す
る
の
で
、
株
主
の
事
前
の
同
意
が
あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
指
揮
を
承
認
す
る
点
で
は
ド
イ
ツ
の
契
約
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
規
制
と
共
通
す
る157

）。
他
方
で
、
両
者
に
は
次
の
相
違
が
存
在
す
る
。
第

一
に
、
契
約
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
規
制
は
、
企
業
契
約
の
締
結
に
よ
り
、
契
約
当
事
者
で
あ
る
会
社
の
業
務
に
つ
い
て
一
般
的
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

指
揮
を
許
容
す
る
の
に
対
し
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
特
定
の
政
策
に
限
定
し
て
、
そ
の
政
策
と
関
連
す
る
グ
ル
ー
プ
利
益
の
追
求
を
個

別
的
に
許
容
す
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
契
約
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
規
制
は
、
支
配
契
約
締
結
後
も
会
社
に
と
ど
ま
る
従
属
会
社
の
少
数
株
主
に

対
す
る
配
当
保
証
の
た
め
、
従
属
会
社
の
少
数
株
主
に
相
当
の
補
償
を
な
す
義
務
（
株
式
法
三
〇
四
条
）、
さ
ら
に
、
相
当
の
払
戻
を
し
て
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少
数
株
主
の
株
式
を
取
得
す
る
義
務
を
支
配
企
業
に
課
す
（
株
式
法
三
〇
五
条
）。
相
当
の
払
戻
の
定
め
が
な
さ
れ
な
い
か
、
補
償
ま
た
は

払
戻
の
相
当
性
に
争
い
が
あ
る
場
合
、
少
数
株
主
は
裁
判
所
に
相
当
な
補
償
ま
た
は
払
戻
の
定
め
を
三
〇
六
条
の
手
続
に
従
っ
て
申
し
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
（
株
式
法
三
〇
四
条
三
項
、
三
〇
五
条
四
項
）。R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
指
揮
を
一
般
的
に
許
容
す
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
の
株
主
の
保
護
に
係
る
措
置
に
言
及
し
て
い
な
い
。
負
担
を
引
き
受
け
る
会
社
の
株

主
の
保
護
は
、
個
々
の
不
利
益
な
措
置
に
つ
い
て
、
当
該
会
社
に
対
す
る
利
益
に
よ
る
補
償
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
内
の
負
担
間
の
均
衡
の
維
持

を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
り
図
ら
れ
る
。
第
三
に
、
契
約
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
規
制
は
、
従
属
会
社
債
権
者
保
護
の
た
め
、
従
属
会
社
に
一
定
の
法

定
準
備
金
の
積
立
（
株
式
法
三
〇
〇
条
）、
お
よ
び
、
契
約
の
存
続
中
、
従
属
会
社
に
生
ず
る
す
べ
て
の
年
度
欠
損
額
を
補
償
す
る
こ
と
を

支
配
会
社
に
義
務
付
け
る
（
損
失
引
受
。
株
式
法
三
〇
二
条
一
項
）。
支
配
契
約
・
利
益
供
出
契
約
を
終
了
さ
せ
る
場
合
、
債
権
者
は
、
支

配
会
社
に
対
し
て
担
保
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
株
式
法
三
〇
三
条
）。
こ
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
る
の
は
、
支
配
契
約
ま

た
は
利
益
供
出
契
約
に
基
づ
く
会
社
の
給
付
に
つ
い
て
、
株
式
法
上
の
資
本
充
実
、
維
持
に
関
す
る
規
定
（
株
式
法
五
七
条
、
五
八
条
、
六

〇
条
）
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
（
株
式
法
二
九
一
条
三
項
）。R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
グ
ル
ー
プ
利
益
を
追
求
す
る
措
置
が
、
負
担

を
引
き
受
け
る
会
社
の
財
政
能
力
を
超
え
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
が
、
こ
の
「
財
政
能
力
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
意
味
す
る
の
か
明
ら

か
で
な
い
。

株
式
法
は
、
他
の
会
社
に
対
し
て
直
接
ま
た
は
間
接
に
支
配
的
影
響
力
を
行
使
し
う
る
企
業
を
「
支
配
企
業
」
と
し
、
支
配
的
影
響
力
を

行
使
さ
れ
る
会
社
を
「
従
属
会
社
」
と
す
る
と
と
も
に
（
一
七
条
一
項
）、
会
社
が
他
の
会
社
の
持
分
の
過
半
数
を
保
有
し
、
ま
た
は
議
決

権
の
過
半
数
を
保
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
会
社
間
に
は
支
配
従
属
関
係
が
あ
る
と
推
定
す
る
（
一
七
条
二
項
、
一
六
条
）。
会

社
間
に
こ
の
よ
う
な
関
係
が
存
在
し
、
支
配
企
業
が
従
属
会
社
を
統
一
的
に
指
揮
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
配
契
約
が
締
結
さ
れ
な

い
場
合
も
存
在
す
る
（
事
実
上
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
）。
株
式
法
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
つ
い
て
は
、
従
属
会
社
を
支
配
企
業
の

指
揮
の
も
と
に
置
く
の
で
は
な
く
、
独
立
し
た
会
社
と
し
て
扱
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
し
か
し
、
支
配
従
属
関
係
が
存
在
し
て
い
る
以
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上
、
支
配
企
業
か
ら
不
利
益
な
指
図
を
受
け
う
る
従
属
会
社
を
保
護
す
る
措
置
は
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
株
式
法
三
一
一
条
一
項
は
、
支

配
企
業
が
、
従
属
会
社
に
不
利
益
と
な
る
法
律
行
為
も
し
く
は
措
置
を
な
し
、
ま
た
は
従
属
会
社
に
不
利
益
と
な
る
よ
う
法
律
行
為
も
し
く

は
措
置
を
行
わ
な
い
よ
う
仕
向
け
る
た
め
に
、
そ
の
支
配
的
影
響
力
を
利
用
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
。
こ
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
、
支
配
企

業
お
よ
び
支
配
企
業
の
法
定
代
理
人
は
連
帯
し
て
損
害
を
被
っ
た
会
社
お
よ
び
株
主
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
（
株
式
法
三
一
七
条

一
項
・
三
項
）。
た
だ
し
、
従
属
会
社
が
被
っ
た
不
利
益
を
支
配
企
業
が
補
償
す
る
場
合
に
限
り
、
上
記
の
よ
う
な
従
属
会
社
に
不
利
益
な

措
置
が
法
律
上
正
当
化
さ
れ
る
（
株
式
法
三
一
一
条
一
項
、
三
一
七
条
一
項
）。
こ
の
不
利
益
補
償
は
、
従
属
会
社
に
と
っ
て
不
利
益
な
指

図
が
行
わ
れ
た
事
業
年
度
の
末
ま
で
に
な
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
事
業
年
度
内
に
補
償
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
事
業
年
度
末
に
、
不
利

益
が
い
つ
、
い
か
な
る
利
益
に
よ
り
補
償
さ
れ
る
か
が
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
株
式
法
三
一
一
条
二
項
）。

株
式
法
は
、
取
締
役
は
自
己
の
責
任
に
お
い
て
会
社
を
指
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
株
式
法
七
六
条
一
項
）。
そ
し
て
、
取
締

役
は
、
そ
の
業
務
執
行
に
つ
い
て
通
常
の
か
つ
誠
実
な
営
業
指
揮
者
の
注
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
義
務
に
違
反
し
た
取
締
役

は
、
会
社
に
対
し
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
（
株
式
法
九
三
条
一
項
・
二
項
）。
支
配
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る

場
合
、
株
式
法
は
、
支
配
企
業
に
従
属
会
社
に
対
す
る
不
利
益
指
図
権
を
付
与
し
、
従
属
会
社
取
締
役
は
こ
の
指
図
に
従
う
義
務
を
負
う

（
株
式
法
三
〇
八
条
）。
す
な
わ
ち
、
支
配
契
約
を
締
結
し
て
い
る
従
属
会
社
の
取
締
役
に
関
し
て
は
、
株
式
法
自
体
が
七
六
条
お
よ
び
九
三

条
を
修
正
し
て
い
る158

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
事
実
上
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
で
は
、
支
配
企
業
は
指
図
権
を
有
せ
ず
、
従
属
会
社
の
取
締
役
に
も
支

配
企
業
の
指
図
に
従
う
義
務
は
課
さ
れ
な
い
。
株
式
法
三
一
一
条
に
よ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
利
益
に
よ
り
補
償
さ
れ
る
か
に
つ
き
未
定
の
状

態
で
従
属
会
社
の
取
締
役
は
支
配
企
業
か
ら
の
不
利
益
な
指
図
に
従
う
こ
と
が
、
予
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
従
属
会
社
の
取
締
役
に
も

株
式
法
九
三
条
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
と
す
る
と
、
支
配
企
業
の
指
図
が
あ
る
場
合
で
も
、
未
確
定
の
将
来
の
利
益
を
あ
て
に
し
て
不
利

益
な
指
図
に
従
う
こ
と
は
、
取
締
役
と
し
て
の
注
意
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
う
る
。
株
式
法
三
一
一
条
は
、
従
属
会
社
の
取
締
役
を

義
務
違
反
に
該
当
す
る
行
為
へ
導
く
よ
う
な
形
で
の
不
利
益
な
影
響
力
行
使
を
、
支
配
企
業
に
許
容
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
で
株
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式
法
三
一
一
条
は
九
三
条
と
抵
触
す
る159

）。

学
説
は
、
こ
の
抵
触
を
以
下
の
よ
う
に
調
整
す
る160

）。
第
一
の
見
解
は
、
株
式
法
九
三
条
は
三
一
一
条
以
下
に
よ
り
排
除
さ
れ
る
と
す
る161

）。

第
二
は
、
従
属
会
社
の
取
締
役
に
も
株
式
法
九
三
条
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る162

）。
第
三
の
見
解
は
、
株
式
法
九
三
条
と

三
一
一
条
以
下
と
の
並
列
的
な
適
用
を
肯
定
す
る
と
同
時
に
、
九
三
条
は
三
一
一
条
二
項
に
よ
る
修
正
を
免
れ
な
い
と
解
す
る
も
の
で
あ

る163
）。

第
一
説
に
対
し
て
は
、
取
締
役
が
自
己
責
任
の
下
に
会
社
を
指
揮
す
る
と
い
う
原
則
は
、
従
属
会
社
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
維
持

さ
れ
て
い
る
た
め
、
株
式
法
九
三
条
を
適
用
す
る
基
礎
は
失
わ
れ
て
い
な
い
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
二
説
に
対
し
て
は
、
株
式
法

三
一
一
条
二
項
の
趣
旨
が
没
却
さ
れ
て
し
ま
う
と
の
批
判
が
な
さ
れ
る
。
第
三
説
が
多
数
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る164

）。
第
三
説
に
よ
る

と
、
支
配
企
業
の
指
図
を
受
け
た
取
締
役
は
、
株
式
法
九
三
条
の
注
意
義
務
に
基
づ
き
、
指
図
さ
れ
た
行
為
の
不
利
益
性
を
検
査
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
検
査
の
結
果
、
不
利
益
性
が
肯
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
取
締
役
は
さ
ら
に
、
①
不
利
益
は
算
定
可
能
で
あ
る
か
、
②
不
利
益
は

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
利
益
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
か
、
③
支
配
企
業
は
補
償
能
力
（
財
政
状
態
か
ら
み
て
）
を
有
す
る
か
、
に
つ
い
て
も
注
意

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
〜
③
す
べ
て
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
、
取
締
役
は
指
図
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
指
図
に
従
う
場

合
に
は
、
取
締
役
は
当
該
行
為
に
不
利
益
の
存
在
す
る
旨
を
支
配
企
業
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
利
益
の
存
否
や
範
囲
に
つ
い

て
、
支
配
企
業
の
判
断
が
取
締
役
の
判
断
と
一
致
し
な
い
と
き
、
お
よ
び
支
配
企
業
が
補
償
の
必
要
性
を
否
定
す
る
と
き
に
は
、
取
締
役
は

指
図
に
従
う
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。

事
実
上
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
関
す
る
不
利
益
補
償
制
度
と
フ
ラ
ン
ス
のR

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
会
社
で

あ
っ
て
も
経
済
的
独
立
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
扱
う
考
え
方
を
基
礎
に
持
ち
つ
つ
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
の
た
め
に
特
定
の
グ
ル
ー
プ

構
成
会
社
（
特
に
従
属
会
社
）
に
不
利
益
な
措
置
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
そ
の
不
利
益
が
補
償
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
許
容
し
て
い
る

点
で
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
両
者
に
は
次
の
よ
う
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
第
一
に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
不
利
益
の
補
償

は
原
則
と
し
て
同
一
事
業
年
度
内
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
（
株
式
法
三
一
一
条
二
項
）。R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
こ
の
よ
う
な
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時
間
的
制
限
を
付
し
て
お
ら
ず
、
会
社
が
引
き
受
け
た
損
失
は
、
長
期
的
な
グ
ル
ー
プ
政
策
の
範
囲
で
補
償
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
の
み
で
あ
る165

）。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
従
属
会
社
の
損
失
は
、
個
別
に
、
具
体
的
な
利
益
に
よ
り
補
填
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
支
配
会
社
に
従
属
す
る
こ
と
や
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
帰
属
す
る
こ
と
自
体
に
よ
る
プ
ラ
ス
の
効
果
は
個
別
会
社
の
損
失
を
正
当
化
し
な
い

と
解
さ
れ
て
い
る166

）。
こ
れ
に
対
し
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
に
お
い
て
は
、
個
別
の
取
引
を
離
れ
、
グ
ル
ー
プ
全
体
に
視
野
を
広
げ
て
代
償
の

存
在
・
負
担
間
の
均
衡
を
判
断
し
、
学
説
に
よ
る
と
、
グ
ル
ー
プ
に
帰
属
す
る
こ
と
自
体
か
ら
生
ず
る
利
益
に
よ
る
補
償
も
認
め
ら
れ
る

（
前
述
第
二
章
第
四
節
三
４
）。
た
だ
し
、
補
償
が
、
グ
ル
ー
プ
内
の
他
社
に
不
利
益
な
指
図
を
な
し
た
会
社
（
例
え
ば
支
配
企
業
）
で
は
な

く
、
第
三
者
（
例
え
ば
グ
ル
ー
プ
内
の
他
の
会
社
）
に
よ
り
な
さ
れ
る
こ
と
が
解
釈
上
認
め
ら
れ
て
い
る
点
は
両
国
と
も
共
通
し
て
い
る167

）。

第
三
に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
従
属
会
社
の
少
数
株
主
や
債
権
者
に
よ
る
、
支
配
企
業
の
不
当
な
影
響
力
行
使
の
存
在
の
立
証
を
容
易

に
す
る
た
め
、
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
支
配
企
業
と
従
属
会
社
と
の
間
で
な
さ
れ
た
行
為
や
支
配
企
業
に
よ
る
不
利
益
指
図
が
記
載
さ
れ

る
従
属
報
告
書
の
作
成
が
従
属
会
社
の
取
締
役
に
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
（
株
式
法
三
一
二
条
）、
か
つ
、
従
属
報
告
書
に
つ
き
、
従
属
会

社
の
監
査
役
と
決
算
検
査
役
に
よ
る
検
査
（
株
式
法
三
一
三
条
）
が
要
求
さ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
こ
の
よ
う
な
制
度
を
有
し
て
い
な

い168
）。

第
二
節

ド
イ
ツ
の
学
説
の
反
応

ド
イ
ツ
等
の
学
説
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
のR

o
zen

b
lu
m

原
則
は
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
裁
判
所
に
よ
り
示
さ
れ
た
正
当
化
の
条
件
が
複
雑
で
あ
り
、
不
明
確
で
あ
る
と
し
て
批
判
す
る
見
解
と
、
柔
軟
性
を
有
し
、
よ

り
グ
ル
ー
プ
経
営
の
現
実
に
配
慮
す
る
こ
と
が
可
能
な
基
準
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
批
判
的
な
見
解
と
し
て
は
、

R
o
zen

b
lu
m

原
則
の
充
足
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
裁
判
所
は
、
グ
ル
ー
プ
構
造
の
強
度
や
活
動
の
相
補
性
の
有
無
な
ど
を
審
査
し
な
け
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れ
ば
な
ら
ず
、
過
度
に
複
雑
で
あ
る
と
す
る
も
の169

）、
お
よ
び
、
経
営
者
が
、
い
か
な
る
状
況
の
下
で
従
属
会
社
の
損
失
を
グ
ル
ー
プ
か
ら
生

ず
る
利
益
に
よ
っ
て
補
償
す
る
こ
と
が
可
能
と
想
定
で
き
る
か
が
明
ら
か
で
な
く
、
円
滑
に
適
用
で
き
る
基
準
で
は
な
い
と
す
る
も
の
が
み

ら
れ
る170

）。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
判
断
基
準
に
不
明
確
さ
を
残
し
、
裁
判
所
に
よ
る
判
断
の
対
象
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
が
グ

ル
ー
プ
政
策
に
つ
き
、
適
切
な
判
断
を
な
す
能
力
を
有
す
る
の
か
疑
問
で
あ
る
と
の
見
解
や171

）、
ド
イ
ツ
の
経
験
か
ら
、
裁
判
所
の
能
力
に
対

す
る
信
頼
を
基
礎
と
し
て
企
業
グ
ル
ー
プ
法
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
批
判
す
る
見
解
が
存
在
す
る172

）。

反
対
に
、
基
準
が
明
確
で
な
い
こ
と
を
、
柔
軟
性
を
有
す
る
と
し
て
一
定
の
評
価
を
す
る
見
解
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、L

u
tter

は
、
問

題
と
な
っ
て
い
る
取
引
に
よ
る
個
別
会
社
の
損
害
と
そ
れ
を
填
補
す
る
利
益
を
決
算
に
反
映
さ
せ
、
正
確
な
金
額
を
示
す
こ
と
を
要
求
し
て

い
な
い
点
な
ど
は
、
意
図
的
に
曖
昧
さ
を
残
し
た
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
法
と
比
べ
、
よ
り
経
営
者
サ
イ
ド
に
立
っ
た
規
制
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る173

）。
ベ
ル
ギ
ー
のW
y
m
eersch

も
、
ド
イ
ツ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
比
較
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
ル
は
よ
り
柔
軟

で
あ
り
、
少
数
株
主
と
債
権
者
の
保
護
の
程
度
が
よ
り
低
い
が
、
他
方
で
、
補
償
の
範
囲
を
明
確
に
せ
ず
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
審
査
す
る

こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
経
営
に
自
由
を
与
え
て
い
る
と
す
る174

）。
ま
た
、H

o
p
t

は
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
不
明
確
で
は
あ
る
が
、
業
務
執
行
者

が
、
子
会
社
の
利
益
か
ら
逸
脱
す
る
あ
る
行
動
が
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
限
界
を
超
え
て
い
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
当
該
業
務
執
行
者

は
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
利
益
の
考
慮
か
ら
子
会
社
の
負
担
へ
と
目
を
転
じ
、
子
会
社
の
利
益
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
だ
け

で
あ
っ
て
、
基
準
の
不
明
確
さ
は
問
題
で
は
な
い
と
し
て
い
る175

）。

第
二
に
、
グ
ル
ー
プ
に
帰
属
す
る
こ
と
自
体
か
ら
生
ず
る
利
益
に
よ
っ
て
個
別
会
社
に
生
じ
た
不
利
益
を
補
償
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と

に
つ
い
て
も
、
批
判
的
な
見
解
と
、
こ
れ
を
支
持
す
る
見
解
が
み
ら
れ
る
。
批
判
的
な
見
解
は
、
不
利
益
を
受
け
た
子
会
社
に
販
売
の
機
会

の
増
加
や
信
用
力
の
向
上
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
グ
ル
ー
プ
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る176

）。
こ
れ
に
対
し
て
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
個
別
会
社
の
損
害
が
そ
れ
と
同
額
の
利
益

に
よ
り
填
補
さ
れ
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
利
益
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
、
個
別
会
社
の
損
害
を
填
補
し
う
る
よ
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う
な
グ
ル
ー
プ
の
構
造
や
政
策
が
整
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
重
視
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
当
該
取
引
の
グ
ル
ー
プ

全
体
に
対
す
る
効
果
の
考
慮
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
個
別
の
措
置
に
関
す
る
利
益
と
不
利
益

の
通
算
の
問
題
を
解
消
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
と
す
る
見
解
も
み
ら
れ
る177

）。
ま
た
、L

u
tter

も
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
と
比
較
す
る
と
、

ド
イ
ツ
法
の
個
別
の
不
利
益
補
償
の
要
求
は
決
定
的
な
問
題
が
あ
る
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
不
利
益
行
為
の
把
握
と
監
視
の
た
め
の
莫
大
な

コ
ス
ト
が
か
か
る
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
経
営
を
想
定
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
過
度
に
狭
い
範
囲
で
そ
れ
を
考
慮
す
る
に

す
ぎ
な
い
た
め
、
グ
ル
ー
プ
政
策
の
追
求
を
重
大
に
阻
害
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
個
々
の
会
社
が
長
期
的
に
グ
ル
ー
プ

政
策
か
ら
利
益
を
得
て
い
る
限
り
、
個
別
の
不
利
益
が
直
接
的
に
補
償
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
な
いR

o
zen

b
lu
m

原
則
に
よ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
問
題
は
生
じ
な
い178

）。

第
三
に
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
でR

o
zen

b
lu
m

原
則
の
導
入
が
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

L
u
tter

は
、R

o
zen

b
lu
m

判
決
が
出
さ
れ
た
直
後
か
ら
、
こ
れ
ま
で
Ｅ
Ｕ
法
は
、
グ
ル
ー
プ
内
取
引
に
関
し
て
特
別
の
規
制
を
全
く
行
わ

な
い
か
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
規
制
を
取
り
入
れ
る
か
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
し
か
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、

R
o
zen

b
lu
m

判
決
の
登
場
に
よ
り
新
た
な
選
択
肢
が
加
わ
り
、
今
後
の
Ｅ
Ｕ
の
議
論
の
発
展
に
つ
な
が
り
う
る
と
評
価
し
て
い
た179

）。
同
様

に
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
政
策
の
存
在
を
取
締
役
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
利
益
追
求
の
許
容
の
要
件
と
す
る
立
場
は
、
他
の

国
々
の
制
度
に
は
見
ら
れ
ず
、
企
業
グ
ル
ー
プ
法
に
と
っ
て
新
し
い
考
え
方
で
あ
る
と
評
価
す
る
者
も
あ
る180

）。
そ
し
て
、H

o
p
t

は
、
ド
イ

ツ
の
個
別
補
償
制
度
は
、
非
常
に
厳
格
な
規
制
で
あ
り
、
実
務
に
お
い
て
は
遵
守
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
に
対
し
、R

o
zen

b
lu
m

原
則

を
採
用
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提
案
は
、
グ
ル
ー
プ
実
務
と
グ
ル
ー
プ
法
が
互
い
に
調
整
さ
れ
て
い
る
点
で
評
価
で
き
る
と
す
る181

）。
他
方
で
、

W
y
m
eersch

は
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
閉
鎖
的
な
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
会
社
間
の
関
係
を
合
理
的
に
規
制
す
る
の
に
は
有
益
で
あ
ろ
う

が
、
上
場
会
社
が
当
事
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
基
準
は
緩
や
か
す
ぎ
る
と
す
る182

）。
ま
た
、
最
も
批
判
的
な
見
解
は
、R

o
zen

b
lu
m

原

則
を
採
用
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提
案
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
を
ど
の
よ
う
に
統
一
さ
せ
る
か
と
い
う
困
難
な
問
題
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を
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
の
不
確
実
性
の
問
題
と
す
り
替
え
た
だ
け
で
あ
る
と
指
摘
す
る183

）。

第
四
章

小
括

グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
を
志
向
す
る
グ
ル
ー
プ
経
営
の
現
実
と
、
自
己
が
取
締
役
に
就
任
し
て
い
る
会
社
の
利
益
の
た
め
に
行
動
す
べ
き

取
締
役
の
義
務
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
参
考
と
し
た
議
論
が
な
さ
れ
て

お
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
破
毀
院
刑
事
部
が
示
し
たR

o
zen

b
lu
m

原
則
を
基
礎
と
し
て
議
論
を
展
開
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
議
論
の
検
討
、
お
よ
び
、
ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
たR

o
zen

b
lu
m

原
則
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
会
社
も
法
人
格
と
自
治
権
を
有
す
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
法
の
伝
統
的
な

考
え
方
を
維
持
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
内
取
引
の
現
実
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
取
締
役
の
刑
事
責
任
と
の
関
係
で
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
法
に
お
け
る
刑
法
へ
の
理
解

を
前
提
と
す
る
と
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
刑
法
の
謙
抑
性
か
ら
違
法
と
さ
れ
る
行
為
の
範
囲
を
狭
く
解
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

民
事
責
任
の
要
件
と
し
て
そ
の
ま
ま
参
考
と
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
事
法
の
位

置
づ
け
は
、
日
本
法
に
お
け
る
の
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
刑
法
が
謙
抑
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
必
ず
し
も
採
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
が
民
事
法
の
分
野
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
（
及
ぼ
し
う
る
）
こ
と
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三
に
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
ド
イ
ツ
法
の
よ
う
に
負
担
を
引
き
受
け
た
会
社
が
被
っ
た
損
失
を
個
別
具
体
的
な
利
益
に
よ
り
補
償

す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
同
一
事
業
年
度
内
に
補
償
す
る
こ
と
を
要
求
せ
ず
、
企
業
グ
ル
ー
プ
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
自
体
か
ら
生
ず
る
利
益
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に
よ
る
補
償
を
認
め
、
補
償
に
期
限
を
設
け
な
い
。
こ
れ
は
、
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
の
利
害
関
係
者
の
保
護
よ
り
も
、
グ
ル
ー
プ
経
営
の
現

実
に
配
慮
す
る
方
向
に
傾
い
た
考
え
方
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、R
o
zen

b
lu
m

原
則
が
、
補
償
の
存
在
を
緩
や
か
に
判
断

す
る
の
と
引
き
換
え
に
、
次
の
よ
う
な
配
慮
を
な
し
て
い
る
点
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
正
当

化
事
由
の
基
礎
と
な
る
「
グ
ル
ー
プ
」
の
存
在
を
詳
細
に
審
査
し
、
相
手
方
へ
の
有
利
な
措
置
が
、
長
期
的
に
み
れ
ば
負
担
を
引
き
受
け
る

会
社
に
と
っ
て
も
利
益
と
な
る
よ
う
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
に
よ
る
責
任
の
否
定
を
認
め
る
。
次
に
、

R
o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
グ
ル
ー
プ
利
益
の
追
求
を
、
グ
ル
ー
プ
政
策
に
従
う
限
り
で
許
容
す
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
政
策
は
取
締
役
会
ま
た

は
株
主
総
会
の
承
認
を
得
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
機
関
に
よ
り
、
補
償
可
能
な
利
益
が
限
定
さ
れ
、
補
償
期
限
が
決
定
さ
れ
う

る
。
子
会
社
の
株
主
総
会
に
お
い
て
、
親
会
社
の
議
決
権
行
使
に
よ
り
、
親
会
社
の
利
益
を
図
り
子
会
社
少
数
株
主
を
犠
牲
に
す
る
よ
う
な

内
容
の
グ
ル
ー
プ
政
策
が
承
認
さ
れ
た
場
合
、
子
会
社
少
数
株
主
は
、
多
数
決
濫
用
法
理
に
よ
り
救
済
さ
れ
う
る
。
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
利

益
の
追
求
が
許
容
さ
れ
る
の
は
、
会
社
の
財
政
能
力
の
範
囲
内
に
限
ら
れ
る
。
以
上
の
配
慮
に
よ
り
、R

o
zen

b
lu
m

原
則
は
、
グ
ル
ー
プ

構
成
会
社
の
利
害
関
係
者
の
保
護
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
）

課
題
番
号19830043

）

平
成
一
九
年
度
〜
二
〇
年
度
）、
財
団

法
人
石
井
記
念
証
券
研
究
振
興
財
団
研
究
助
成
（
平
成
二
〇
年
度
〜
二
一
年
度
）、
お
よ
び
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）

課
題

番
号21730085

）

平
成
二
一
年
度
〜
平
成
二
三
年
度
）
に
よ
る
助
成
を
受
け
て
い
る
。

＊
＊
本
稿
の
前
半
（

グ
ル
ー
プ
利
益
の
追
求
と
取
締
役
の
義
務
・
責
任
（
一
）」）
の
一
部
は
、
拙
稿
「
グ
ル
ー
プ
内
取
引
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
利
益
の
追
求

と
取
締
役
の
義
務
・
責
任
｜
フ
ラ
ン
ス
法
を
中
心
に
｜
」
川
濵
昇
‖
前
田
雅
弘
‖
洲
崎
博
史
‖
北
村
雅
史
編
『
森
本
滋
先
生
還
暦
記
念

企
業
法
の
課
題

と
展
望
』
二
五
一

三
〇
四
頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
）

相
澤
哲
「
会
社
法
の
現
代
化
に
関
す
る
展
望
」
商
事
一
七
一
九
号
五
二
頁
（
二
〇
〇
五
年
）。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
の
会
社
法
案
の
採
択
に
あ
た
り
、

こ
れ
を
討
議
し
た
衆
議
院
法
務
委
員
会
お
よ
び
参
議
院
法
務
委
員
会
で
は
、

企
業
再
編
の
自
由
化
及
び
規
制
緩
和
に
伴
い
、
企
業
グ
ル
ー
プ
や
親
子
会

社
な
ど
企
業
結
合
を
利
用
し
た
事
業
展
開
が
広
く
利
用
さ
れ
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
株
主
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の
利
益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
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な
い
よ
う
、
情
報
開
示
の
一
層
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
親
子
会
社
関
係
に
係
る
取
締
役
等
の
責
任
の
在
り
方
等
、
い
わ
ゆ
る
企
業
結
合
法
制
に
つ
い
て
、

検
討
を
行
う
こ
と
」
と
い
う
内
容
の
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
た
。

２
）

江
頭
憲
治
郎
ほ
か
「
座
談
会
『
会
社
法
制
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
』
の
基
本
的
な
考
え
方
」
商
事
一
七
一
九
号
三
八
頁
以
下
（
二
〇
〇
五
年
）

〔
森
本
滋
発
言
〕。

３
）

森
本
滋
「
純
粋
持
株
会
社
と
会
社
法
」
曹
時
四
七
巻
一
二
号
三
〇
四
四
頁
（
一
九
九
五
年
）
は
、

純
粋
持
株
会
社
の
経
済
的
効
用
を
効
果
的
に
発

揮
さ
せ
る
と
と
も
に
、
会
社
経
営
の
健
全
性
を
確
保
し
法
的
安
定
性
な
い
し
公
正
さ
を
確
保
す
る
に
は
、
持
株
会
社
・
グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
、
個
々
の

子
会
社
の
利
益
の
間
の
法
的
関
係
、
お
よ
び
持
株
会
社
と
子
会
社
の
取
締
役
の
権
限
と
責
任
関
係
に
つ
い
て
整
理
し
、
適
切
な
法
的
準
則
を
定
め
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
（
企
業
結
合
法
の
整
備
）」
と
す
る
。
ま
た
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
頂
点
に
立
つ
会
社
に
対
し
て
経
営
（
学
）
的
に
要
請
さ
れ
て
い
る
、
企

業
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
会
社
に
対
す
る
施
策
を
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
頂
点
に
立
つ
会
社
の
機
関
構
成
員
の
、
当
該
会
社
に
対
す
る
善
管
注
意
義
務
・
忠

実
義
務
の
内
容
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
研
究
と
し
て
、
舩
津
浩
司
『

グ
ル
ー
プ
経
営
」
の
義
務
と
責
任
』

商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。

４
）

舩
津
・
前
掲
注

３
）二
頁
、
伊
藤
邦
夫
『
グ
ル
ー
プ
連
結
経
営
』
二
五
頁
（
一
九
九
九
年
）。

５
）

ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
は
相
当
な
研
究
の
集
積
が
あ
る
が
、
最
新
の
文
献
と
し
て
、
高
橋
英
治
『
企
業
結
合
法
制
の
将
来
像
』

中
央
経
済
社
、
二
〇

〇
八
年
）、
舩
津
・
前
掲
注

３
）の
文
献
、
舩
津
浩
司
「
ド
イ
ツ
の
親
会
社
株
主
保
護
」
森
本
滋
編
『
企
業
結
合
法
の
総
合
的
研
究
』
二
九
四

三
一
二
頁

（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）、
伊
藤
靖
史
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
子
会
社
の
少
数
株
主
・
債
権
者
保
護
」
森
本
滋
編
『
企
業
結
合
法
の
総
合
的
研
究
』
三
六

四

三
七
六
頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
法
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
江
頭
憲
治
郎
『
結
合
企
業
法
の
立
法
と
解
釈
』

有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
法
に
つ
い
て
は
、
早
川
勝
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
の
新
た
な
展
開
と
そ
の
方
向
」
同
法
四
九
巻
二

号
二
四
六
頁
（
一
九
九
八
年
）、
同
「
素
描
・
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
企
業
結
合
（
会
社
グ
ル
ー
プ
）
規
制
構
想
の
変
遷
」
同
法
六
〇
巻
三
号
一
七
四

一
七
九
頁

（
二
〇
〇
八
年
）、
高
橋
・
前
掲
九
二

一
〇
一
頁
等
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
に
つ
い
て
は
、
黒
野
葉
子
「
グ
ル
ー
プ
構
成
会
社
取
締
役
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
利
益
追
求
行
為
と
取
締
役
の
義
務
｜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
を
中
心
に
｜
」
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
九
九
号
二
九
頁
（
二
〇
〇
一
年
）
が
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
法
・
ア
メ
リ
カ
法
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
兼
任
取
締
役
を
有
す
る
会
社
間
の
取
引
（
一
）、

三
）」
論
叢
一
五
八
巻
二
号
一
一

六

一
一
七
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、
一
五
九
巻
一
号
一
〇
〇

一
〇
一
頁
、
一
〇
八
頁
（
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。

６
）

早
川
・
前
掲
注

５
）の
二
つ
の
文
献
、
高
橋
・
前
掲
注

５
）九
二

一
〇
一
頁
。

７
）

報
告
書
は
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
語
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
英
語
版
と
し
て
、F

o
ru
m
 
E
u
r-

o
p
a
eu
m
 
C
o
rp
o
ra
te G

ro
u
p L

a
w
,
C
o
rp
o
ra
te G

ro
u
p L

a
w
 
fo
r E

u
ro
p
e,
E
u
ro
p
ea
n B

u
sin
ess O

rg
a
n
iza
tio
n L

a
w
 
R
ev
iew

Ⅰ
165

264

(2000);

独
語
版
と
し
て
、F

o
ru
m
 
E
u
ro
p
a
eu
m
 
K
o
n
zern

rech
t,
K
o
n
zern

rech
t fu

r E
u
ro
p
a
,
Z
G
R
 
1998,

672ff;

仏
語
版
と
し
て
、F

o
ru
m

 
eu
ro
p
a
eu
m
 
su
r le d

ro
it d

es g
ro
u
p
es d

e so
cietes,

U
n d

ro
it d

es g
ro
u
p
es d

e so
cietes p

o
u
r l’

E
u
ro
p
e,
R
ev
.
so
c.
1999,

p
p
.43

80

。
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ま
た
、
邦
訳
と
し
て
、
早
川
勝
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
（
一
）

（
三
・
完
）」
同
法
五
三
巻
八
号
一
九
五
頁
（
二
〇
〇
二
年
）、
五
四
巻
一
号

四
〇
一
頁
（
二
〇
〇
二
年
）、
五
五
巻
三
号
三
五
一
頁
（
二
〇
〇
三
年
）。

８
）

H
ig
h L

ev
el G

ro
u
p o

f C
o
m
p
a
n
y L

a
w
 
E
x
p
erts,

R
ep
o
rt o

f th
e H

ig
h L

ev
el G

ro
u
p o

f C
o
m
p
a
n
y L

a
w
 
E
x
p
erts o

n M
o
d
ern

 
R
eg
u
la
to
ry F

ra
m
ew
o
rk fo

r C
o
m
p
a
n
y L

a
w
 
in E

u
ro
p
e,
B
ru
ssels,

4.
11.

2002,
a
v
a
ila
b
le o

n th
e w

eb
site o

f E
u
ro
p
ea
n C

o
m
m
issio

n
:

h
ttp
: //ec.eu

ro
p
a
.eu
/in
tern

a
l m

a
rk
et /co

m
p
a
n
y
/d
o
cs /m

o
d
ern

/rep
o
rt en

.p
d
f

９
）

C
o
m
m
issio

n
 
o
f th

e E
u
ro
p
ea
n
 
C
o
m
m
u
n
ities,

C
o
m
m
u
n
ica
tio
n
 
fro
m
 
th
e C

o
m
m
issio

n
 
to
 
th
e C

o
u
n
cil a

n
d
 
th
e E

u
ro
p
ea
n

 
P
a
rlia

m
en
t

｜M
o
d
ern

isin
g C

o
m
p
a
n
y L

a
w
 
a
n
d E

n
h
a
n
cin
g C

o
rp
o
ra
te G

o
v
ern

a
n
ce in th

e E
u
ro
p
ea
n U

n
io
n

｜A
 
P
la
n to M

o
v
e

 
F
o
rw
a
rd

｜

B
ru
ssels,

21.5.2003 C
O
M

(2003)
284 fin

a
l,
a
v
a
ila
b
le o

n
 
th
e E

U
R
-L
ex
:

h
ttp
: //eu

r-lex
.eu
ro
p
a
.eu
/L
ex
U
riS
erv

/

L
ex
U
riS
erv

.d
o
?u
ri ＝

C
E
L
E
X
:52003D

C
0284:E

N
:N
O
T
.

こ
の
文
書
を
紹
介
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
高
橋
英
治
‖
山
口
幸
代
「
欧
州
に
お
け

る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
将
来
像
｜
欧
州
委
員
会
行
動
計
画
書
の
分
析
｜
」
商
事
一
六
九
七
号
一
〇
一
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。

10
）

早
川
・
前
掲
注

７
）同
法
五
三
巻
八
号
一
九
六
、
二
〇
〇

二
〇
一
頁
。

11
）

高
橋
・
前
掲
注

５
）九
二

九
三
頁
。

12
）

H
ig
h L

ev
el G

ro
u
p o

f C
o
m
p
a
n
y L

a
w
 
E
x
p
erts,

su
p
ra n

o
te 8,

a
t 27.

13
）

C
o
m
m
issio

n o
f th

e E
u
ro
p
ea
n C

o
m
m
u
n
ities,

su
p
ra n

o
te 9,

a
t 4.

14
）

Id
.,
a
t 6

7.

15
）

Id
.,
a
t 8

9.

16
）

F
o
ru
m
 
E
u
ro
p
a
eu
m
 
C
o
rp
o
ra
te G

ro
u
p L

a
w
,
su
p
ra n

o
te 7,

a
t.
197.

17
）

Id
.,
a
t 204

205.

18
）

Id
.,
a
t 204

205.

19
）

H
ig
h L

ev
el G

ro
u
p o

f C
o
m
p
a
n
y L

a
w
 
E
x
p
erts,

su
p
ra n

o
te 8,

a
t 94.

20
）

Id
.
a
t 96.

21
）

Id
.,
a
t 97.

22
）

C
o
m
m
issio

n o
f th

e E
u
ro
p
ea
n C

o
m
m
u
n
ities,

su
p
ra n

o
te 9,

a
t 18.

23
）

Id
.,
a
t 19.

24
）

A
 
W
o
rk
in
g D

o
cu
m
en
t o
f D

G
 
In
tern

a
l M

a
rk
et,

S
y
n
th
esis o

f th
e resp

o
n
ses to th

e C
o
u
n
cil a

n
d E

u
ro
p
ea
n P

a
rlia

m
en
t,
15.

11.
2003,

a
v
a
ila
b
le o

n th
e w

eb
site o

f E
u
ro
p
ea
n C

o
m
m
issio

n
:

h
ttp
: //ec.eu

ro
p
a
.eu
/in
tern

a
l m

a
rk
et /co

m
p
a
n
y
/d
o
cs /m

o
d
ern

/
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g
o
v
ern

a
n
ce-co

n
su
lt-resp

o
n
ses en

.p
d
f
.

25
）

R
eq
.
10 d

ec.
1878:

D
.P
.
1879,

1,
5,
n
o
te B

eu
d
a
n
t;
Y
.
G
u
y
o
n
,
D
ro
it d

es A
ffa
ires,

t.1 D
ro
it co

m
m
ercia

l g
en
era

l et S
o
cietes

 
12

ed
.,
p
.
625,

n
580.1

(2003).
26
）

G
u
y
o
n
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 25),

p
.
625,

n
580.

27
）

R
.
M
a
rra

u
,
U
n p

a
ra
d
o
x
e p
erm

a
n
en
t d
u g

ro
u
p
e d
e so

cietes:
In
d
ep
en
d
en
ce co

n
tre u

n
ite

eco
n
o
m
iq
u
e d
e ses so

cietes,
P
.
A
ff.

5 a
o
u
t 1996 n

94,
p
.
4.

28
）

V
.
M
a
rra

u
,
o
p
.
cit

(n
o
te 27),

p
.4.

29
）

A
.
D
ek
eu
w
er,

L
es in

terests p
ro
teg

es en ca
s d
’a
b
u
s d
e b

ien
s so

cia
u
x
,
JC
P
 
ed
.
E
 
1995

Ⅰ
,
n
7.

30
）

P
.
D
id
ier,

D
ro
it co

m
m
ercia

l t.
2,
L
’
en
trep

rise en so
ciete,

L
es g

ro
u
p
es d

e so
cietes,

3
ed
.,
p
.
250

(1999).

31
）

事
実
上
の
指
揮
者
と
は
、
会
社
の
機
関
に
よ
っ
て
正
式
に
会
社
を
代
表
す
る
権
限
を
授
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
会
社
を
指
揮
す
る
者
の
こ
と
を
言
い

（N
.
D
ed
essu

s-L
e-M

o
u
stier,

L
a resp

o
n
sa
b
ilite

d
u d

irig
ea
n
t d
e fa

it,
R
ev
.
so
c.
1997

(3),
p
.
500,

n
2;
C
.
D
ela
ttre,

L
’
in
la
ssa

b
le

 
tra
v
a
il d

e la C
o
u
r d
e ca

ssa
tio
n q

u
a
n
t a

la d
eterm

in
a
tio
n d

e la n
o
tio
n d

e d
irectio

n d
e fa

it,
JC
P ed E

.
2007

）、
例
え
ば
、
実
質
的

な
会
社
の
意
思
決
定
を
行
い
、
そ
の
決
定
を
法
律
上
の
取
締
役
に
実
行
さ
せ
る
多
数
派
株
主
が
こ
れ
に
該
当
す
る
（M

.
P
a
rien

te,
L
es g

ro
u
p
es d

es
 

so
cietes:

a
sp
ects ju

rid
iq
u
e,
so
cia
l,
co
m
p
ta
b
le et fisca

l,
p
refa

ce Y
.
G
u
y
o
n
,
p
.
93,

n
101

(1993)

）.

32
）

T
.
G
a
u
th
ier,

L
es d

irig
ea
n
ts et les g

ro
u
p
es d

e so
cietes

(2000)
p
.
620,

n
620,

p
.
403,

n
628

629.

会
社
財
産
濫
用
罪
の
構
成
要

件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、D

.
R
eb
u
t,
A
b
u
s d
e b

ien
s so

cia
u
x
,
R
ep
.
p
en
.
ju
in 2002,

p
p
.
1
29

参
照
。

33
）

G
a
u
th
ier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 32),

p
.
399,

n
620.

34
）

C
h
.
F
rey

ria et J.
C
la
ra
,
D
e l’

a
b
u
s d
e b

ien
s et d

e cred
it en g

ro
u
p
e d

e so
cietes,

JC
P
 
ed
.
E
.
1993,

Ⅰ
,
p
.
248,

n
2.

35
）

M
.
E
.
B
o
u
rsier,

L
e fa

it ju
stifica

tif d
e g

ro
u
p
e d

a
n
s l’a

b
u
s d
e b
ien
s so

cia
u
x
:
en
tre effica

cite
et cla

n
d
estin

ite

｜A
n
a
ly
se d

e
 

v
in
g
t a
n
s d
e ju

risp
ru
d
en
ce crim

in
elle,

R
ev
.
so
c.
2005 n

2,
p
.275,

n
4.

36
）

P
a
ris,

C
h
.
co
rr.

9 ja
n
v
.
1952,

JC
P
 
52 ed

.
G
,
Ⅱ
,
n
6970,

o
b
s.,
D
.
B
a
stia

n
.

37
）

D
.
B
a
stia

n
,
n
o
te so

u
s P

a
ris,

C
h
.
C
o
rr.

9 ja
n
v
.
1952,

JC
P
 
52 ed

.
G
,
Ⅱ
,
6970.

38
）

G
a
u
th
ier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 32),

p
.
396,

n
611.

39
）

P
a
rien

te,
o
p
.
cit.

(n
o
te 31),

p
.
94,

n
101.

40
）

M
a
rin
i

議
員
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
山
田
純
子
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
会
社
法
改
正
の
動
向
」
森
本
滋
編
『
比
較
会
社
法
研
究
｜
21
世
紀
の
会

社
法
制
を
模
索
し
て
』
七
〇
頁
以
下
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
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41
）

P
h
.
M
a
rin
i,
L
a m

o
d
ern

isa
tio
n d

u d
ro
it d

es so
cietes,

ra
p
p
o
rt a

u p
rem

ier m
in
istre,

L
a d

o
cu
m
en
ta
tio
n fra

n
ça
ise,

p
.
110

(1995).

42
）

M
a
rin
i,
o
p
.
cit.

(n
o
te 41),

p
.
113.

43
）

G
a
u
th
ier,

o
p
.
cit

(n
o
te 32),

p
.402,

n
632.

44
）

T
rib
.
co
rr.

S
ein
e,
11 m

a
i 1955,

D
.
1956,

ju
risp

.
p
.
274,

n
o
te A

u
tesserre.

45
）

例
え
ば
、T

rib
.
co
rr.

S
ein
e 13 ju

ill.
1963,

G
a
z.
P
a
l.
1963,

ju
risp

.
p
.
35;

T
rib
.
co
rr.

P
a
ris 15 ja

n
v
.
1964,

G
a
z.
P
a
l.
1964,

ju
risp

.,

p
.
263;

T
rib
.
co
rr.

S
ein
e 26 n

o
v
.
1968,

R
ec.

trim
.
co
m
.
1969,

p
.
1080,

n
o
te H

o
u
in

等
。

46
）

T
rib
.
co
rr.

P
a
ris,

16 m
a
i 1974,

G
a
z.
P
a
l.
1974,

Ⅱ
.
886,

n
o
te D

ela
in
;
D
.
1975,

p
.
37;

R
ev
.
so
c.
1975,

p
.
657,

o
b
s.
B
.
O
.;
JC
P
.

ed
.
C
.
I.
1975,

Ⅱ
.
11816,

o
b
s.
L
a
co
ste.

47
）

T
rib
.
co
rr.

P
a
ris,

16 m
a
i 1974,

R
ev
.
so
c.
1975,

p
.
660.

48
）

W
illo

t

判
決
を
引
用
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、T

rib
.
co
rr.

M
u
lh
o
u
se,

25 m
a
rs 1983,

D
.
1984,

p
.
285,

n
o
te C

l.
D
u
co
u
lo
u
x
-F
a
v
a
rd

等
が
あ
る
。

49
）

C
a
ss.

C
rim

.
4 fev

.
1985,

R
ev
.
so
c.
1985,

p
.
648,

n
o
te B

.
B
o
u
lo
c;
D
.
1985,

ju
risp

.,
p
.
478,

n
o
te D

.
O
h
l;
G
a
z.
P
a
l.
1985,

ju
risp

.,

p
.
377,

n
o
te J.

P
.
M
a
rch

i;
JC
P
 
ed G

 
1986

Ⅱ
n
20585,

n
o
te W

.
Jea

n
d
id
ier.

50
）

R
ev
.
so
c.
1985,

p
.
650;

V
.
G
a
z.
P
a
l.
1983,

2,
p
p
.
426

427.

51
）

R
ev
.
so
c.
1985,

p
.
650.

52
）

R
ev
.
so
c.
1985,

p
.
650

651.

53
）

R
ev
.
so
c.
1985,

p
.
651.

54
）

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.273;

P
h
.
M
erle,

D
ro
it co

m
m
ercia

l S
o
cietes co

m
m
ercia

les 12
ed
.,
p
p
.
878

879,
n
671

(2008).

R
o
zen

b
lu
m

原
則
を
採
用
す
る
最
近
の
破
毀
院
判
決
と
し
て
、C

a
ss.

crim
.
20 m

a
rs 2007,

n
05

85253

（
以
下
、
事
件
番
号
を
示
し
て
い
る
判
決

は
、L

eg
ifra

n
ce

h
ttp
: //w

w
w
.leg

ifra
n
ce.g

o
u
v
.fr /in

itR
ech

Ju
riJu

d
i.d
o

に
お
い
て
入
手
可
能
で
あ
る
）
が
あ
る
。

55
）

W
.
Jea

n
d
id
ier,

D
ro
it p

en
a
l d
es a

ffa
ires 6

ed
.,
p
.
375,

n
274

(2005);
G
a
u
th
ier,

o
p
.
cit

(n
o
te 32),

p
.
405

407,
n

634
637;

G
.

F
a
lck

e,
K
o
n
zern

rech
t in F

ra
n
k
reich

,
1996,

S
.
39.

56
）

C
a
ss.

crim
.
19 ju

illet 1993,
n
92

83448.

57
）

T
rib
.
co
rr.

P
a
ris,

16 m
a
i 1974,

R
ev
.
so
c.
1975,

p
.
660.

58
）

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.285,

n
32.
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59
）

C
a
ss.

crim
.
23 m

a
i 2002,

n
01

85746.

60
）

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.
289,

n
40.

61
）

C
a
ss.

crim
.
8 a

v
ril 1999,

n
98

81756.
62
）

C
a
ss.

crim
.
21 ju

in 2000,
n
99

83794.

63
）

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.
290,

n
42.

64
）

C
a
ss.

crim
.
9 d

ec.
1991,

R
ev
.
so
c.
1992,

p
.
358,

n
o
te B

.
B
o
u
lo
c.

65
）

R
ev
.
so
c.
1992,

p
.
359.

66
）

R
ev
.
so
c.
1992,

p
.
360.

67
）

B
.
B
o
u
lo
c,
n
o
te so

u
s C

a
ss.

crim
.
9 d

ec.
1991,

R
ev
.
so
c.
1992,

p
.
364.

68
）

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.289,

n
42.

69
）

C
a
ss.

crim
.
4 fev

r.
1985,

R
ev
.
so
c.
1985,

p
.
660.

70
）

T
rib
.
co
rr.

M
u
lh
o
u
se,

25 m
a
rs 1983,

D
.
1984,

p
.
285,

n
o
te C

l.
D
u
co
u
lo
u
x
-F
a
v
a
rd
.

71
）

C
a
ss.

crim
.
29 ja

n
v
.
1998 n

96
86412.

72
）

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.285 n

29,
p
.288 n

38;
T
rib
.
co
rr.

M
u
lh
o
u
se,

25 m
a
rs 1983,

D
.
1984,

p
.
285.

73
）

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.
288 n

38.

74
）

T
rib
.
co
rr.

P
a
ris,

29 a
v
ril 1983,

G
a
z.
P
a
l.
1983,

2,
p
.425,

n
o
te J.-P

.
M
a
rch

i.

75
）

G
a
z.
P
a
l.
1983,

2,
p
.
428.

同
様
の
立
場
を
と
る
下
級
審
裁
判
例
と
し
て
、T

rib
.
co
rr.

L
y
o
n
,
20 ju

in 1985,
G
a
z.
P
a
l.
1986,

p
.782,

n
o
te

 
J.

P
.
M
a
rch

i,
p
.
785.

76
）

C
a
ss.

crim
.
19 ju

illet 1993,
n
92

83448.

77
）

附
帯
私
訴
制
度
に
つ
い
て
は
後
述
第
二
章
第
六
節
一
参
照
。

78
）

G
a
u
th
ier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 32),

p
.
412,

n
646.

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.
291,

n
46.

79
）

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.
291 n

47;
P
a
rien

te,
o
p
.
cit.

(n
o
te 31),

n
107,

p
103,

n
o
te
(39).

80
）

G
a
u
th
ier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 32),

p
.412,

n
647.

81
）

G
a
u
th
ier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 32),

p
.
413,

n
649.

82
）

F
a
lck

e,
a
.a
.O
.
(F
n
.
55),

S
.
45.

83
）

C
a
ss.

crim
.
9.
d
ec.

1991,
R
ev
.
so
c.
1991,

p
.
360.
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84
）

F
a
lck

e,
a
.a
.O
.,
(F
n
.
55),

S
.
46.

85
）

D
.
O
h
l,
n
o
te so

u
s C

a
ss.

crim
.
4 fev

.
1985,

D
.
1985,

p
.
480.

86
）

T
rib
.
co
rr.

P
a
ris 16.

m
a
i 1974,

R
ev
.
so
c.
1975,

p
.
660.

87
）

C
a
ss.

crim
.
23 a

v
ril 1991,

R
ev
.
so
c.
1991,

p
.
785,

n
o
te B

.
B
o
u
lo
c.

88
）

R
ev
.
so
c.
1991,

p
.
786.

89
）

例
え
ば
、C

a
ss.

crim
.
19 fev

.
2003,

n
01

86809

な
ど
。

90
）

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.
308,

n
92.

91
）

F
rey

ria et C
la
ra
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 34),

p
.
253,

n
13.

92
）

F
rey

ria et C
la
ra
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 34),

p
.
253,

n
12

13

93
）

F
rey

ria et C
la
ra
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 34),

p
.
253,

n
12.

94
）

F
rey

ria et C
la
ra
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 34),

p
.
253,

n
12;

V
.
B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.
305,

n
84.

95
）

J.
B
a
rth
elem

y et a
l,
L
e D

ro
it d

es g
ro
u
p
s d
e so

cietes,
p
refa

ce J.
P
a
illu

ssea
u
,
p
.
196,

n
6840

(1991)

﹇H
.
G
u
ig
o
u

﹈.

96
）

T
rib
.
co
rr.

L
y
o
n 20.

ju
in
.
1985,

G
a
z.
P
a
l.
1986,

p
.
782,

n
o
te J.

P
.
M
a
rch

i.

97
）

G
a
z.
P
a
l.
1986,

p
.
786.

98
）

F
rey

ria et C
la
ra
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 34),

p
.
254,

n
14.

99
）

R
eb
u
t,
o
p
.
cit.

(n
o
te 32),

p
.
12,

n
78.

100
）

R
eb
u
t,
o
p
.
cit.

（n
o
te 32),

p
p
.
12

13,
n
79;

C
a
ss.

crim
.
8 ja

n
v
.
1990,

B
u
ll.
Jo
ly
.
1990,

p
.
369;

C
A
 
P
a
ris,

29 m
a
i 1986,

G
a
z.

P
a
l.
1986.

2.
479.

101
）

R
eb
u
t,
o
p
.
cit.

(n
o
te 32),

p
.
13,

n
80;

C
h
.
L
a
ch
ler,

D
a
s K

o
n
zern

rech
t d
er E

u
ro
p
a
isch

en G
esellsch

a
ft
(S
E
),
2007,

S
.
171.

102
）

G
a
u
th
ier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 32),

p
.
419,

n
661;

B
o
u
rsier,

o
p
.
sit.

(n
o
te 35),

p
.
304,

n
77,

p
.
308,

n
90

95.

103
）

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.
309,

n
95.

104
）

G
a
u
th
ier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 32),

p
.
419,

n
662.

105
）

V
g
l.
F
a
lck

e,
a
.
a
.
O
.
(F
n
.
55),

S
.
50.

106
）

G
a
u
th
ier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 32),

p
.
420,

n
666.

107
）

B
o
u
rsier,

o
p
.
cit.

(n
o
te 35),

p
.
309,

n
98.

108
）

R
eb
u
t,
o
p
.
cit.

(n
o
te 32),

p
.
13,

n
82.
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109
）

B
.
B
o
u
lo
c,
D
ro
it p

en
a
l et g

ro
u
p
es d

’en
trep

rises,
R
ev
.
so
c.
1988,

p
.
188,

n
9;
Y
.
G
u
y
o
n
,
D
a
s R

ech
t d
er G

esellsch
a
ftsg

ru
p
p
e

 
in F

ra
n
k
reich

,
in
:
M
.
L
u
tter

(H
rsg

.),
K
o
n
zern

rech
t im

 
A
u
sla
n
d
,
Z
G
R
-S
o
n
d
erh

eft 11,
1994,

S
.
82.

110
）

G
a
u
th
ier,

o
p
.
cit

(n
o
te 32),

p
.
409,

n
641;

F
rey

ria et C
la
ra
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 34),

p
.
257,

n
20.

111
）

会
社
が
、
他
の
会
社
の
資
本
の
過
半
数
を
保
有
す
る
場
合
に
は
、
後
者
は
前
者
の
「
子
会
社
」
と
み
な
さ
れ
る
（
商
法
Ｌ
二
三
三
｜
一
条
）。
会
社

が
他
の
会
社
の
資
本
の
一
〇
〜
五
〇
％
を
構
成
す
る
部
分
を
保
有
す
る
場
合
、
前
者
は
後
者
に
「
資
本
参
加
」
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
（
同
Ｌ
二
三
三

｜
二
条
）。

子
会
社
」
と
「
資
本
参
加
」
の
概
念
は
、
情
報
提
供
、
連
結
決
算
、
相
互
参
加
、
お
よ
び
公
開
買
付
け
に
つ
い
て
規
定
す
る
商
法
第
Ⅱ
編
第

Ⅲ
章
第
Ⅲ
節
の
適
用
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
。
次
の
場
合
、
会
社
は
他
の
会
社
を
「
支
配
」
し
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
同
Ｌ
二
三
三
｜
三
条
Ⅰ

項
）。
①
会
社
が
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
、
他
の
会
社
の
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
過
半
数
を
行
使
し
得
る
だ
け
の
資
本
を
保
有
す
る
場
合
、
②
会

社
が
、
他
の
社
員
ま
た
は
株
主
と
の
間
の
、
他
の
会
社
の
利
益
に
反
し
な
い
合
意
に
基
づ
き
、
そ
の
会
社
に
お
け
る
議
決
権
の
過
半
数
を
単
独
で
行
使
で

き
る
場
合
、
③
会
社
が
、
そ
の
行
使
で
き
る
議
決
権
に
よ
り
、
他
の
会
社
の
株
主
総
会
に
お
け
る
決
議
を
事
実
上
決
定
す
る
場
合
、
④
会
社
が
、
他
の
会

社
の
社
員
ま
た
は
株
主
で
あ
り
、
そ
の
会
社
の
取
締
役
会
（co

n
seil d

’
a
d
m
in
istra

tio
n

）

一
層
制
の
経
営
機
構
を
選
択
す
る
会
社
の
場
合
）、
ま
た

は
、
執
行
役
会
（d

irecto
ire

）
も
し
く
は
監
査
役
会
（co

n
seil d

e su
rv
eilla

n
ce

）

二
層
制
の
経
営
機
構
を
選
択
す
る
会
社
の
場
合
）
の
構
成
員
の

過
半
数
を
選
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
。
ま
た
、
会
社
が
、
四
〇
％
を
超
え
る
議
決
権
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
有
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
上
回
る
議
決

権
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
有
す
る
他
の
社
員
ま
た
は
株
主
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
会
社
は
他
の
会
社
を
支
配
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
Ⅱ

項
）。
さ
ら
に
、
共
同
し
て
行
動
す
る
複
数
人
が
、
株
主
総
会
決
議
を
事
実
上
決
定
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
者
は
、
他
の
会
社
を
共
同
し
て
支
配
し

て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
Ⅲ
項
）。

支
配
」
の
概
念
は
、
情
報
開
示
に
つ
い
て
規
定
す
る
商
法
第
Ⅱ
編
第
Ⅲ
章
第
Ⅲ
節
第
Ⅱ
款
お
よ
び
相
互
参
加
に

つ
い
て
規
定
す
る
同
第
Ⅳ
款
の
適
用
等
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
。

112
）

齊
藤
真
紀
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
子
会
社
の
少
数
株
主
・
債
権
者
保
護
」
森
本
滋
編
『
企
業
結
合
法
の
総
合
的
研
究
』
三
八
六
頁
（
商
事
法
務
、
二

〇
〇
九
年
）。

113
）

中
森
喜
彦
「
利
益
供
与
罪
の
新
設
」
判
タ
四
七
一
号
三
頁
（
一
九
八
二
年
）
参
照
。

114
）

R
.
L
.
K
o
ra
l a
n
d M

-C
.
S
o
rd
in
o T

h
e N

ew
 
B
a
n
k
ru
p
tcy R

eo
rg
a
n
iza
tio
n L

a
w
 
in F

ra
n
ce:

T
en Y

ea
rs L

a
ter,

70 A
m
.
B
a
n
k
r.

L
.
J.
437,

444
(1996).

115
）

F
a
lck

e,
a
.
a
.
O
.
(F
n
.
55),

S
.
55.

116
）

ジ
ャ
ン
・
プ
ラ
デ
ル
著
‖
白
取
祐
司
訳
「
フ
ラ
ン
ス
刑
事
法
に
お
け
る
企
業
活
動
の
規
制
」
北
法
四
六
巻
二
号
三
一
〇
頁
（
一
九
九
五
年
）。
刑
事
制

裁
を
重
視
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
も
こ
れ
に
反
対
す
る
見
方
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
早
稲
田
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
《
企
業
法
制
と

法
創
造
》
総
合
研
究
所
‖
ロ
ン
ド
ン
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
「
特
集
・
日
欧
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
｜
企
業
・
資
本
市
場
・
市
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民
社
会
の
現
在
と
未
来
｜
」
季
刊
企
業
と
法
創
造
三
巻
四
号
二
三
、
三
七
頁
（
二
〇
〇
七
年
）〔
ジ
ョ
エ
ル
・
シ
モ
ン
発
言
〕、F

a
lck

e,
a
.
a
.
O
.
(F
n
.

55),
S
.
55

）。

117
）

F
a
lck

e,
a
.
a
.
O
.
(F
n
.
55),

S
.
55;

早
稲
田
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
《
企
業
法
制
と
法
創
造
》
総
合
研
究
所
ほ
か
・
前
掲
注

116
）二
三
頁
〔
ジ
ョ
エ

ル
・
シ
モ
ン
発
言
〕。

118
）

早
稲
田
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
《
企
業
法
制
と
法
創
造
》
総
合
研
究
所
ほ
か
・
前
掲
注

116
）二
三
頁
〔
ジ
ョ
エ
ル
・
シ
モ
ン
発
言
〕。
そ
の
一
部
を
紹
介

す
る
日
本
語
文
献
と
し
て
、
プ
ラ
デ
ル
‖
白
取
・
前
掲
注

116
）が
あ
る
。

119
）

F
a
lck

e,
a
.
a
.
O
.
(F
n
.
55),

S
.
55,

57.

120
）

業
務
執
行
上
の
フ
ォ
ー
ト
に
つ
い
て
詳
細
は
、G

u
y
o
n
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 25),

p
p
.
502

503,
n

459;
M
erle,

o
p
.
cit.

(n
o
te 54),

p
p
.
477

478,

n
405

参
照
。

121
）

M
em
en
to p

ra
tiq
u
e fra

n
cis lefreb

v
re,

G
ro
u
p
es d

e so
cietes 2007

2008,
p
.
265,

n
2378

(2006).

122
）

C
a
ss.

crim
.
10 o

ct.
1963,

D
.
1964,

p
.
62;

C
A
.
P
a
ris 31 ja

n
v
.
1975,

R
ev
.
so
c.
1975,

p
.
282;

D
ek
eu
w
er,

o
p
.
cit.

(n
o
te 29),

n
15

19.

株
主
に
よ
る
会
社
訴
権
の
行
使
制
度
に
つ
い
て
は
、
古
川
朋
子
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
会
社
訴
権
の
個
人
的
行
使
制
度
の
展
開
」
早
稲
田
法
学
会

誌
五
一
巻
三
三
七
頁
以
下
（
二
〇
〇
一
年
）、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
の
親
会
社
株
主
保
護
」
森
本
滋
編
『
企
業
結
合
法
の
総
合
的
研
究
』
三
二
二
頁
（
商
事

法
務
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

123
）

井
上
宣
裕
「
緊
急
状
況
に
お
け
る
刑
法
と
民
法
の
交
錯
｜
フ
ラ
ン
ス
の
近
時
の
立
法
を
素
材
と
し
て
｜
」
法
雑
五
五
巻
一
号
六
五

六
六
頁
（
二
〇

〇
八
年
）
参
照
。

124
）

こ
の
議
論
に
つ
い
て
紹
介
・
検
討
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
井
上
・
前
掲
注

123
）五
六
頁
以
下
が
あ
る
。
以
下
の
刑
法
上
の
フ
ォ
ー
ト
と
民
法
上
の

フ
ォ
ー
ト
に
関
す
る
議
論
の
紹
介
は
、
多
く
を
こ
の
文
献
に
依
っ
て
い
る
。

125
）

井
上
・
前
掲
注

123
）六
四

六
五
頁
。

126
）

C
a
ss.

civ
.
18 d

ec.
1912,

S
.
1914,

1,
249.

127
）

こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
井
上
・
前
掲
注

123
）七
六
頁
以
下
参
照
。

128
）

G
u
y
o
n
,
a
.
a
.
O
.
(F
n
.
109),

S
.
83.

129
）

M
.
L
u
tter,

Z
u
r P

riv
ileg

ieru
n
g ein

h
eitlich

er L
eitu

n
g im

 
fra
n
zo
sisch

en
(K
o
n
zern

)
R
ech

t,
F
S A

.
K
ellerm

a
n
n
,
Z
G
R
 
S
o
n
d
er-

h
eft 10,

1991,
S
.
264;

L
a
ch
ler,

a
.
a
.
O
.
(F
n
.
101),

S
.
168.

130
）

C
.
T
h
.
E
b
en
ro
th
/G
.
R
ein
er,

D
er S

ch
u
tz d

er a
b
h
a
n
g
ig
en K

a
p
ita
lg
esellsch

a
ft v

o
r n
a
ch
teilig

en V
erm

o
g
en
sv
erla

g
eru

n
g
en in

 
F
ra
n
k
reich

,
B
B
 
1992,

B
eila

g
e 13 zu H

eft 22,
S
.
16.
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131
）

C
a
ss.

so
c.
3 a

v
r.
1990,

R
ev
.
so
c.
1990,

p
.
625,

n
o
te Y

.
G
u
y
o
n
.

132
）

Y
.
G
u
y
o
n
,
n
o
te so

u
s C

a
ss.

so
c.
3 a

v
r.
1990,

R
ev
.
so
c.
1990,

p
.
627.

133
）

G
u
y
o
n
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 132),

p
.
628;

F
a
lck

e,
a
.
a
.
O
.
(F
n
.
55),

S
.
40.
134
）

G
u
y
o
n
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 25),

p
.
492,

n
449;

M
erle,

o
p
.
cit.

(n
o
te 120),

p
.
702,

n
574.

135
）

C
a
ss.

co
m
.
5 fev

r.
1985,

JC
P
 
1985 ed

.
E
Ⅱ
n
20492,

n
o
te A

.
V
ia
n
d
ier.

136
）

B
.
B
o
u
lo
c,
n
o
te so

u
s C

a
ss.

crim
.
4.
fev

.
1985,

R
ev
.so
c.
1985,

p
.
655,

n
7.

137
）

C
a
ss.crim

.,
6 fev

r.
1996,

D
r.
p
en
.
1996,

co
m
m
.
n
195;

C
a
ss.

crim
.,
4 a
v
r.
2001,

D
.
2002,

p
.
1475,

n
18,

n
o
te E

.
S
ch
o
la
stiq

u
e.

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注

122
）三
二
一

三
二
四
頁
参
照
。

138
）

C
a
ss.

C
o
m
.,
9 a

v
r.
1996,

n
93

21472,
B
u
ll.
Jo
ly 1996,

p
.
677,

n
241,

n
o
te P

.
L
e C

a
n
n
u
;
V
.
JC
P ed

.
E
.
1996,

n
38,

p
.
394,

n

8,
n
o
te A

.
V
ia
n
d
ier et J.

J.
C
a
u
ssa

in
.

139
）

P
h
.
M
erle,

L
es co

n
v
en
tio
n
s a
u sein d

es g
ro
u
p
es,

P
.A
ff.

4 m
a
i 2001 n

89,
p
.
52.

140
）

C
a
ss.

co
m
.
13 d

ec.
2005,

R
ev
.
so
c.
2006,

p
.
382,

n
o
te B

.
B
o
u
lo
c.

141
）

親
会
社
株
主
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注

122
）三
一
三

三
三
一
頁
、
子
会
社
の
債
権
者
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
齊
藤
・
前
掲
注

112
）三
八

三

三
八
六
頁
参
照
。

142
）

M
erle,

o
p
.
cit.

(n
o
te 54),

p
.
466,

n
400;

G
u
y
o
n
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 25),

p
.
462,

n
425.

143
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
利
益
相
反
取
引
規
整
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
田
村
詩
子
『
取
締
役
・
会
社
間
の
取
引
』
二
八
頁
以
下
（
勁
草
書
房
、

一
九
九
六
年
）、
齊
藤
・
前
掲
注

112
）三
八
一

三
八
三
頁
参
照
。

144
）

G
u
y
o
n
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 25),

p
.
459,

n
423.

145
）

G
u
y
o
n
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 25),

p
.459,

n
423.

146
）

G
u
y
o
n
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 25),

p
.459;

M
erle,

o
p
.
cit.

(n
o
te 54),

p
.
465.

147
）

齊
藤
・
前
掲
注

112
）三
八
二
頁
参
照
。

148
）

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
多
数
決
濫
用
法
理
に
つ
い
て
は
、
龍
田
節
「
資
本
多
数
決
の
濫
用
と
フ
ラ
ン
ス
法
」
論
叢
六
六
巻
一
号
三
一
頁
（
一
九
五
九

年
）、
神
田
秀
樹
「
資
本
多
数
決
と
株
主
間
の
利
害
調
整
⑶
」
法
協
九
八
巻
一
〇
号
一
〇
五
頁
（
一
九
八
一
年
）、
清
弘
正
子
「
株
主
総
会
に
お
け
る
資
本

多
数
決
濫
用
と
権
利
濫
用
理
論
」
国
際
商
事
法
務
二
六
巻
八
号
八
〇
五
頁
（
一
九
九
八
年
）、
齊
藤
・
前
掲
注

141
）三
八
〇
頁
参
照
。

149
）

C
a
ss.

co
m
.
18 a

v
r.
1961,

JC
P
 
1961,

Ⅱ
,
12164,

n
o
te D

.
B
a
stia

n
.

150
）

C
a
ss.

co
m
.
30 n

o
v
.
2004,

B
u
ll.
Jo
ly 2005,

p
.
241,

n
42;

D
.
S
ch
m
id
t,
L
es co

n
flits d

’
in
terest d

a
n
s la so

ciete
a
n
o
n
y
m
e,
ed
.

（77-３- ）497 55

グループ利益の追求と取締役の義務・責任（一）（清水）



Jo
ly
,
2
ed
.,
2004;

M
.
G
erm

a
in
,
L
es m

o
y
en
s d
e l’eg

a
lite

d
es a

sso
cies d

a
n
s les so

cietes p
a
r a
ctio

n
s n
o
n co

tees,
in M

ela
n
g
es P

.

D
id
ier,

p
.
189

(2008).

151
）

直
接
損
害
に
つ
い
て
は
、
会
社
が
株
主
に
対
し
て
賠
償
す
べ
き
で
あ
る
が
、
間
接
損
害
に
つ
い
て
は
濫
用
を
行
っ
た
多
数
派
株
主
が
会
社
に
対
し
て

賠
償
の
責
任
を
負
う
に
と
ど
ま
る
（
龍
田
・
前
掲
注

148
）五
六
頁
）。

152
）

龍
田
・
前
掲
注

148
）五
六
頁
、M

erle,
o
p
.
cit.

(n
o
te 54),

p
710,

n
580;

P
.
L
e C

a
n
n
u
,
D
ro
it d

es so
cietes,

2
ed
.,
p
.
145,

n
249

(2003).

153
）

C
a
ss.

co
m
.
21 ja

n
v
.
1997,

Ⅱ
,
965,

J-J.
D
a
ig
re.

154
）

L
e C

a
n
n
u
,
o
p
.
cit.

(n
o
te 152),

p
.
145,

n
249.

業
務
鑑
定
人
制
度
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注

122
）三
一
七

三
二
〇
頁
参
照
。

155
）

会
社
の
利
益
を
搾
取
す
る
た
め
の
親
会
社
の
設
立
を
承
認
す
る
決
議
が
多
数
決
濫
用
に
当
た
る
と
し
た
事
例
と
し
て
、C

a
ss.

co
m
.
24
 
ja
n
v
.

1995,
R
ev
.
so
c.
1995,

p
.
46,

n
o
te M

.
Jea

n
tin
;

子
会
社
の
債
務
を
親
会
社
が
引
き
受
け
る
こ
と
を
承
認
す
る
親
会
社
の
決
議
が
多
数
決
濫
用
に
あ
た

る
と
し
た
事
例
と
し
て
、C

a
ss.

co
m
.
29 m

a
i 1972,

JC
P
 
1973

Ⅱ
17337,

n
o
te Y

.
G
u
y
o
n

が
あ
る
。

156
）

ド
イ
ツ
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
橋
・
前
掲
注

５
）七
頁
以
下
参
照
。

157
）

個
別
の
グ
ル
ー
プ
政
策
に
つ
い
て
株
主
総
会
の
承
認
を
要
求
す
る
こ
と
と
、
支
配
契
約
の
締
結
に
際
し
て
株
主
総
会
の
特
別
決
議
の
承
認
を
要
求
す

る
こ
と
は
、
次
元
が
異
な
る
が
、
株
主
総
会
の
意
思
を
根
拠
と
し
て
グ
ル
ー
プ
利
益
の
追
求
を
許
容
す
る
点
で
は
、
そ
の
考
え
方
は
共
通
し
て
い
る
。

158
）

服
部
育
生
「
事
実
上
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
従
属
会
社
の
保
護
（
一
）」
名
法
八
五
号
二
八

二
九
頁
（
一
九
八
一
年
）。

159
）

服
部
・
前
掲
注

158
）二
九
頁
。

160
）

服
部
育
生
「
事
実
上
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
従
属
会
社
の
保
護
（
二
）」
名
法
八
六
号
一
八
四

一
八
七
頁
（
一
九
八
一
年
）。

161
）

H
-F
.
L
u
ch
terh

a
n
d
t,
Z
H
R
 
133,

1970,
S
.
45.

162
）

W
u
rd
in
g
er,

in
:
A
k
tien

g
esetz G

ro
ß
k
o
m
m
en
ta
r,
3 A

u
fl.,

1975,
318 A

n
m
.
1.

163
）

A
.
B
a
u
m
b
a
ch
/A
.
H
u
eck

/G
.
H
u
eck

,
A
k
tien

g
esetz 13.

A
u
fl.,

1968,
318 A

n
m
.
7;
G
o
d
in
/H
.
W
ilh
elm

i,
A
k
tien

g
esetz 4.

A
u
fl.,

1971,
318 A

n
m
.
1;
K
o
p
p
en
stein

er,
in
:
K
o
ln
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
A
k
tien

g
esetz 2.

A
u
fl.,

1987,
311 R

d
n
r.
106,

318,
R
d
n
r.
10;

B
.

K
ro
p
ff,

in
:
E
.
G
eß
ler /W

.
H
eferm

eh
l, /U

.
E
ck
a
rd
t /B

.
K
ro
p
ff,

A
k
tien

g
esetz,

1976,
311 A

n
m
.
59-63,

318 A
n
m
.
4.

164
）

服
部
・
前
掲
注

160
）一
八
六
頁
。

165
）

L
a
ch
ler,

a
.a
.O
.
(F
n
.
101),

S
.
171.

166
）

V
.
E
m
m
erich

/M
.
H
a
b
ersa

ck
,
A
k
tien

-
u
n
d G

m
b
H
-K
o
n
zern

rech
t,
5.
A
u
fl.,

2008,
311,

R
d
n
r.
62.

ド
イ
ツ
株
式
法
に
お
い
て
不

利
益
補
償
制
度
を
導
入
す
る
際
に
も
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
属
す
る
こ
と
自
体
か
ら
生
ず
る
利
益
に
よ
る
補
償
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
議
論
が
生
じ
た

よ
う
で
あ
る
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
橋
・
前
掲
注

５
）三
四

四
五
頁
参
照
）。
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E
m
m
erich

/
H
a
b
ersa

ck
,
a
.
a
.
O
.
(F
n
.
166),

311,
R
d
n
r.
62;

フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
前
述
第
二
章
第
四
節
三
４
参
照
。
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L
u
tter,

a
.
a
.
O
.
(F
n
.
129),

S
.
263.

た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
会
社
の
議
決
権
の
一
〇
％
超
を
保
有
す
る
株
主
や
、

会
社
を
支
配
（
フ
ラ
ン
ス
商
法
Ｌ
二
三
三
｜
三
条
）
す
る
会
社
株
主
と
、
会
社
と
の
取
引
に
つ
い
て
、
会
計
監
査
役
が
当
該
取
引
に
関
す
る
情
報
を
ま
と

め
た
特
別
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
計
監
査
役
の
報
告
書
は
、
直
近
の
株
主
総
会
に
提
出
さ
れ
、
総
会
に
よ
り
承
認
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
Ｌ
二
二
五
｜
四
〇
条
三
項
）。
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a
w
 
fo
r E
u
ro
p
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o
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E
u
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p
a
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m
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p
o
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a E
u
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p
ea
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o
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o
ra
te G

ro
u
p L

a
w
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E
u
ro
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n B

u
sin
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rg
a
n
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n L

a
w
 
R
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272

(2000).
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a
w
 
o
n G

ro
u
p
s o
f C
o
m
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n
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H
o
p
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W
y
m
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C
a
p
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a
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n
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C
o
m
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a
n
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a
w
,
591

592
(2003).
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B
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u
fb
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n
a
ch

 
E
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p
a 75 Ja

h
re M

a
x
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n
k
-In
stitu
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r P
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a
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2001,

S
.
25.
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.
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S
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d
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u
b
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n
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u
n
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V
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n
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